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龍
馬
そ
の
後
を

彷
彿
と
さ
せ
る

よ
う
で
、そ
の
迫

力
に
感
じ
入
り

ま
し
た
。
ま
た
、

龍
馬
像
に
つい
て

の
数
少
な
い
所

蔵
者
の
情
報
も

あ
り
、こ
れ
か
ら

の
調
査
研
究
に
弾
み
が
つ
き
ま
し
た
。

2
回
開
催
し
た
会
場
で
の
展
示
解
説
は
、

入
場
制
限
も
出
る
ほ
ど
の
盛
況
で
、岡
山
を

は
じ
め
周
辺
各
県
各
地
の
龍
馬
へ
の
関
心
の

高
さ
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

小
楠
先
生
と
と
も
に

熊
本・熊
本
県
立
美
術
館

（
4
月
8
日
～
5
月
14
日
）

熊
本
県
立
美
術
館
は
熊

本
城
の
中
に
あ
る
美
術
館
。

熊
本
地
震
に
よ
っ
て
被
災
し

た
熊
本
城
を
望
み
な
が
ら
、

反
っ
て
肥
後
人
の
誇
り
と
強

靭
さ
を
知
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
奇
し
く
も
岡

山
・
林
原
美
術
館
と
同
じ
建

築
家
・
前
川
国
男
氏
に
よ
る

建
物
と
い
う
こ
と
で
、
城
と
い

う
文
化
財
の
中
に
あ
って
風
景
に
違
和
感
な

く
堂
々
と
し
た
会
場
で
し
た
。

「
土
佐
の
龍
馬
、
肥

後
の
小
楠
」
と
題
し
、

龍
馬
と
ゆ
か
り
の
深
い

横
井
小
楠
（
１
８
０
９

～
69
、
熊
本
藩
士
で
儒

学
者
・
福
井
藩
の
政
治

顧
問
）
と
と
も
に
龍
馬

を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま

し
た
。
龍
馬
が
熊
本
に
あ
る
小
楠
先
生
の

家
塾
「
四
時
軒
」
を
訪
ね
た
こ
と
、“
船
中

八
策
”
へ
大
き
な
影
響
を
与

え
た
「
国
是
七
条
」
を
教
示

さ
れ
た
こ
と
な
ど
有
名
な
話

で
す
。
今
回
、
小
楠
の
新

出
資
料
な
ど
も
初
公
開
さ
れ
、

没
後
１
５
０
年
を
経
て
、
二

人
が
会
合
し
た
よ
う
な
意
義

深
い
展
示
に
、
熊
本
県
内
外

か
ら
た
く
さ
ん
の
方
が
来
ら

れ
ま
し
た
。

当
館
が
休
館
し
た
後
、
熊

本
展
か
ら
始
め
た
『
拝
啓
龍

馬
殿
』
に
は
「
龍
馬
か
ら
地

震
に
負
け
な
い
、
復
興
へ
の

勇
気
を
も
ら
っ
た
」
と
い
う
よ
う
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
、
龍
馬
記
念
館
に

と
っ
て
も
大
き
な
エ
ー
ル
と
な
り
ま
し
た

（
本
紙
7
ペ
ー
ジ
に
紹
介
）。

末
筆
な
が
ら
、
学
芸
員
は
じ
め
主
催
団

体
及
び
関
係
の
皆
様
の
熱
意
と
ご
努
力
に
、

心
よ
り
感
謝
御
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

�

前
田
　
由
紀
枝

ゆったり龍馬と対話する人たち（熊本県立美術館）

本
年
1
月
か
ら
開
催
し
て
い
る
県
外

巡
回
展
「
土
佐
か
ら
来
た
ぜ
よ
！
坂
本
龍

馬
展
」
は
、
6
月
末
に
岡
山
、
熊
本
、
東

京
と
三
会
場
の
公
開
を
終
え
、
最
終
会

場
で
あ
る
広
島
展
（
ふ
く
や
ま
草
戸
千
軒

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
）

の
準
備
に
入
り
ま
し
た
。（
7
月
14
日
～

9
月
10
日
）

開
館
以
来
初
め
て
の
県
外
巡
回
展
で

す
が
、
各
地
各
会
場
の
特
色
も
加
わ
り
、

１
５
０
年
前
に
没
し
た
幕
末
の
志
士
・
坂

本
龍
馬
の
魅
力
を
多
く
の
方
に
ご
覧
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
２
回
に
わ
た
り
、
そ

の
一
端
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

熱
い
視
線
を
感
じ
た
日
々

岡
山
・
林
原
美
術
館
（
1
月
20
日
～
3
月
12
日
）

林
原
美
術
館
は
烏う

城じ
ょ
うと

呼
ば
れ
る
岡
山

城
お
堀
端
に
あ
っ
て
、
岡
山
藩
主
池
田
家

ゆ
か
り
の
資
料
や
東
洋
古
美
術
を
多
く
所

蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
宝
、
重
文
の
刀
剣

や
能
装
束
な
ど
、
愛
好
家
に
は
垂
涎
の
美

術
館
で
す
。

緑
茂
る
中
庭
を
め
ぐ
る
回
廊
の
よ
う
な

美
術
館
に
、
龍
馬
の
手
紙
を
は
じ
め
と
す

る
当
館
資
料
が一斉
に
並
ん
だ
様
子
は
、
な

じ
ん
で
い
る
は
ず
の
資
料
群
が
ま
っ
た
く
違

う
も
の
に
見
え
る
ほ
ど
圧
巻
で
し
た
。
中

で
も
、
昭
和
初
期
に
坂
本
龍
馬
家
に
贈
ら

れ
た
12
代
酒
井

田
柿
右
衛
門
作
・

龍
馬
立
像
の
後
ろ

に
岡
山
藩
の
錦
旗

が
2
枚
並
ん
だ
様

子
は
、
明
治
と
い

う
時
代
を
知
ら
な

い
尊
王
の
志
士
・

解説を聞く人たち（林原美術館）

錦旗と龍馬像（林原美術館）

熊本県立美術館に設置された大きな看板
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企 画 展 が できるまで学芸員の視点 亀尾美香

　
学
芸
員
の
仕
事
は
展
示
だ
け
で
は
な
い
が
、
最
も
わ
か
り
や
す

い
仕
事
は
や
は
り
展
示
だ
ろ
う
。
普
段
お
こ
な
っ
て
い
る
資
料
収

集
や
保
管
、
調
査
研
究
な
ど
の
成
果
を
目
に
見
え
る
か
た
ち
で
表

現
し
た
の
が
展
示
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
ひ
と
つ
の
展
示
会
が

オ
ー
プ
ン
を
迎
え
る
ま
で
に
は
、
膨
大
な
時
間
と
手
間
を
か
け
た

綿
密
な
下
準
備
（
展
示
資
料
の
収
集
・
選
定
・
調
査
、
内
容
構
成
、

借
用
手
続
き
、
パ
ネ
ル
・
ポ
ス
タ
ー
類
・
図
録
等
の
作
成
、
資
料

運
搬
と
展
示
作
業
等
々
）
が
必
要
と
な
る
。
今
回
は
、
現
在
進
行

中
の
展
示
準
備
作
業
の
一
端
を
ご
紹
介
し
た
い
。

来
春
、龍
馬
記
念
館
は
新
館
・
既
存
館
そ
ろ
っ
て
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
を
迎
え
る
が
、
オ
ー
プ
ン
の
年
に
は
四
つ
の
企
画
展
を
開
催

予
定
で
あ
る
。筆
者
が
担
当
す
る
の
は
二
つ
め
の
夏
の
企
画
展「
土

佐
と
会
津
」
展
（
仮
）
で
、
戊
辰
戦
争
で
は
敵
対
し
た
会
津
と
土

佐
と
の
関
わ
り
を
、
幕
末
か
ら
民
権
期
ま
で
通
観
し
よ
う
と
い
う

試
み
で
あ
る
。

展
示
の
組
み
立
て
方

法
は
学
芸
員
そ
れ
ぞ
れ

だ
ろ
う
が
、
筆
者
は
ま

ず
手
当
た
り
次
第
に
文

献
を
そ
ろ
え
る
と
こ
ろ

か
ら
始
め
る
。
基
本
的

な
人
物
の
履
歴
や
図
表

な
ど
を
貼
り
込
ん
で

ノ
ー
ト
を
作
る
。
何
と

な
く
章
立
て
を
考
え
、

資
料
や
必
要
な
デ
ー
タ

を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
。

何
と
な
く
展
示
室
の
図

面
を
描
き
、
資
料
を
（
サ

イ
ズ
も
考
え
て
）配
置
し

て
み
る
。
資
料
リ
ス
ト

を
見
な
が
ら
調
達
方
法
を
考
え
（
予

算
が
許
せ
ば
購
入
で
き
る
も
の
は
購

入
す
る
、
パ
ネ
ル
で
済
む
も
の
は
済

ま
す
な
ど
）、
借
用
が
必
要
と
思
わ

れ
る
資
料
に
つ
い
て
は
、
所
蔵
先
に

連
絡
を
と
っ
て
調
査
の
段
取
り
を
す

る
。
実
際
の
資
料
の
状
態
や
大
き
さ

な
ど
を
確
認
し
、
借
用
の
可
否
や
条

件
、
展
示
期
間
な
ど
に
つ
い
て
先
方

に
相
談
を
す
る
。
こ
れ
ら
を
、
順
序

立
て
て
で
は
な
く
混
然
と
並
行
し
な

が
ら
お
こ
な
う
。

来
年
の
「
土
佐
と
会
津
」
展
で

は
、
や
は
り
福
島
の
資
料
が
必
要

に
な
る
た
め
、
先
日
会
津
若
松
市

と
三
春
町
へ
出
張

し
た
。
初
め
て
の

福
島
で
あ
っ
た
が

土
地
の
空
気
を
感

じ
、
史
跡
を
め
ぐ

り
、
各
所
蔵
機
関

へ
お
邪
魔
し
調
査

を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
写
真
は
数

多
く
撮
影
し
、
碑

や
像
な
ど
一
部
は

実
際
に
展
示
で
用

い
る
こ
と
と
な
る
。

た
だ
実
際
の
と
こ

ろ
、
一
度
の
出
張

で
は
カ
バ
ー
し
き

れ
な
い
部
分
も
あ

り
、
お
そ
ら
く
再

度
の
訪
問
が
必
要

と
な
ろ
う
。

今
回
の
展
示
準

備
に
は
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
未
知
の

要
素
が
数
多
く
あ

る
。
新
し
い
展
示

室
が
で
き
る
た
め
、

部
屋
の
広
さ
や

ケ
ー
ス
の
大
き
さ

は
数
字
上
把
握
で

き
る
も
の
の
、
イ

メ
ー
ジ
が
全
く
つ

か
め
な
い
。
ま
た
、

部
屋
も
ケ
ー
ス
も

大
幅
に
広
が
る
た

め
、
従
来
よ
り
は

る
か
に
多
い
点
数

の
資
料
を
準
備

す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
に
は
、
先
方
に
提
示
さ
れ
た
展

示
期
間
に
制
限
が
あ
り
、
期
間
中
の

展
示
替
え
が
想
定
さ
れ
る
と
い
う
事

情
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
館

蔵
資
料
や
県
内
か
ら
の
借
用
資
料
で

ま
か
な
っ
て
い
た
展
示
資
料
を
、
遠

方
か
ら
数
多
く
借
用
す
る
こ
と
に
な

る
点
。
運
搬
に
は
「
美
専
車
」
と
呼

ば
れ
る
美
術
品
運
搬
専
用
の
ト
ラ
ッ

ク
に
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
付
き
、
学

芸
員
が
同
乗
し
て
陸
路
で
輸
送
す
る

こ
と
に
な
る
。
加
え
て
、
こ
れ
ま
で

企
画
展
で
は
作
成
し
な
か
っ
た
小
冊

子
（
展
示
会
の
規
模
に
よ
り
図
録
に

な
る
場
合
も
）
を
作
成
予
定
で
あ
る

こ
と
な
ど
。
や
る
べ
き
仕
事
は
山
の

よ
う
に
あ
る
。

展
示
開
催
ま
で
あ
と
1
年
。
新
館

の
開
館
準
備
と
並
行
し
て
、
企
画
展

開
催
ま
で
ま
だ
ま
だ
遠
い
道
の
り
で

あ
る
。

会津若松市内にある西軍墓地。会津戦争で没した土佐藩兵 49名の墓がある。

福島県三春町に立つ河野広中像（写真右）。衆議院議長も務めた河野は三春出身で民権運動から身
を起こした。旧三春藩は戊辰戦争において断金隊の尽力で無血開城するなど、土佐との関わりが深い。
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土佐史談会会長
現代龍馬学会理事

宅間 一之

汽
船
ス
イ
リ
ン（
朱
林
）

 

「
浦
戸 

歴
史
の
風
景
」 

⑸

蒸
気
船
ス
イ
リ
ン
は
土
佐
藩
の
手
に
渡
っ
て

｢

夕
顔｣

と
名
前
を
変
え
た
。箒
木
に
空
蝉
、胡
蝶
、

夕
顔
、
羽
衣
に
横
笛
、
若
紫
に
乙
女
そ
し
て
紅

葉
賀
、
そ
れ
は
財
政
難
に
苦
し
み
つ
つ
土
佐
藩

が
時
勢
の
要
求
と
し
て
購
入
し
た
船
舶
で
あ
り
、

『
源
氏
物
語
』
に
ち
な
む
温
雅
な
船
名
で
あ
る
。

な
か
で
も｢

夕
顔｣

は
龍
馬
た
ち
の「
船
中
八
策
」

の
舞
台
と
も
な
る
藩
第
一
級
の
汽
船
と
し
て
歴

史
に
そ
の
名
を
刻
し
て
い
る
。

坂
本
龍
馬
記
念
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
「
夕

顔｣

の
模
型
と
、
夕
顔
の
船
室
は
筆
者
に
は
特

別
の
思
い
が
あ
る
。
模
型
は
学
芸
専
門
員
と
し

て
展
示
を
担
当
し
た
20
年
ほ
ど
前
、
手
紙
の
複

製
と
パ
ネ
ル
展
示
し
か
な
か
っ
た
中
で
、
唯
一

の
立
体
参
考
展
示
物
を
目
指
し
て
制
作
し
た
苦

渋
の
時
期
の
思
い
が
満
載
さ
れ
る
。
船
室
は
大

河
ド
ラ
マ
『
龍
馬
伝
』
に
関
わ
る
歴
史
民
俗
資

料
館
で
の
企
画
展
の
産
物
で
あ
る
。
ス
イ
リ
ン

誕
生
の
イ
ギ
リ
ス
の
造
船
所
に
設
計
図
を
求
め
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
船
室
セ
ッ
ト
に
触

手
を
伸
ば
し
、
お
台
場
「
船
の

科
学
館
」
で
の
資
料
収
集
に
汗

し
た
時
間
が
し
っ
か
り
と
詰

ま
る
も
の
で
あ
る
。

慶
応
3
年
1
月
、
荷
主
は
イ

ギ
リ
ス
商
人
オ
ー
ル
ト
、
取
扱

人
に
は
後
藤
象
二
郎
、
由
比
畦

三
郎
、
高
橋
勝
右
衛
門
ら
の

名
が
見
え
る
。
代
価
も
洋
銀

15
万
5
千
枚
と
廉
価
で
は
な
い
。ア
ー

ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
は
、
イ
カ
ル
ス
号

水
夫
殺
人
事
件
の
談
判
後
、
長
崎
ま

で
二
日
間
ス
イ
リ
ン
号
に
乗
っ
た
。

「
粗
食
、き
た
な
い
船
室
、ひ
ど
い
暑
さ
、

無
愛
想
な
乗
組
員
」「
精
も
根
も
尽
き

果
て
た
苦
痛
の
極
致
」「
あ
き
ら
め
を

も
っ
て
我
慢
」
す
る
。
速
力
は
遅
く

「
幸
い
に
も
天
候
は
穏
や
か
だ
っ
た
が
、

さ
も
な
け
れ
ば
、
ど
う
考
え
て
も
沈

没
し
た
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
ボ
ロ
船
」

と
『
一
外
交
官
の
見
た
明
治
維
新
』
に

書
き
残
す
。
文
面
に
「
夕
顔
」
の
姿
が

去
来
す
る
。

だ
が
短
期
間
に
こ
れ
だ
け
の
汽
船
を

購
入
し
、
洋
式
船
舶
に
よ
っ
て
装
備
さ

れ
た
海
上
交
通
の
近
代
化
が
、
土
佐
の

商
業
や
経
済
に
有
形
無
形
の
影
響
を

与
え
た
こ
と
は
大
で
あ
り
、
日
本
の
近

代
化
へ
の
遺
産
と
し
て
、

こ
れ
ら
船
舶
の
果
た

し
た
役
割
と
貢
献
度

は
大
き
い
。

「
夕
顔
」
は
い
ま

物
部
の
里
に
疎
開
し
、

船
体
を
休
め
、
新
装

館
で
の
展
示
の
日
を

待
っ
て
い
る
と
聞
い

た
。

「夕顔」の想像模型（記念館で）

昨
年
、
東
吉
野
村
鷲
家
在

住
の
中
尾
氏
か
ら
、
村
に
対

し
、
文
久
３
年
、
旅
宿
「
日

浦
屋
」（
紀
州
藩
本
陣
）
の

長
押
に
掛
け
ら
れ
て
い
た
天

誅
組
ゆ
か
り
の
槍
一
本
を
御

寄
贈
い
た
だ
い
た
。

「
日
浦
屋
」
の
子
孫
に
あ

た
る
中
尾
さ
ん
は
、
子
ど
も

の
頃
、
旅
宿
「
日
浦
屋
」
で

遊
ん
だ
こ
と
が
あ
り
、
長
押

に
槍
が
掛
か
っ
て
い
た
の
を

覚
え
て
い
る
。

こ
の
槍
は
、『
兼
房
』
と
銘
が
あ
り
、
槍
頭

の
刃
紋
な
ど
か
ら
文
化
的
価
値
が
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。
ま
た
、
紀
州
藩
の
記
録
や
『
天

誅
組
紀
行
』（
吉
見
良
三
著
）
に
も
、
紀
州

藩
士
と
藤
本
鉄
石
・
福
浦
元
吉
二
人
の
激
し

い
戦
闘
の
よ
う
す
と
と
も
に
、
鉄
石
が
使
っ

た
槍
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

11
月
に
、
天
誅
組
顕
彰
事
業
、
東
吉
野
村

催
事
の
中
で
、
天
誅
組
総
裁
藤
本
鉄
石
、
生

誕
２
０
０
年
を
記
念
し
、
講
演
を
は
じ
め
、

藤
本
鉄
石
の
掛
け
軸
と
と
も
に
、
こ
の
天
誅

組
ゆ
か
り
の
槍
を
展
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

藤
本
鉄
石
・
福
浦
元
吉
の
最
期

天
誅
組
挙
兵
の
時
、
総
裁
職
と
し
て
重
要

な
位
置
を
し
め
、
常
に
主
将
中
山
忠
光
と
行

動
を
と
も
に
し
た
鉄
石
は
、
吉
野
の
険
し
い

山
々
に
難
渋
し
な
が
ら
、
９
月

24
日
、
川
上
村
武
木
の
大
西
家

な
ど
で
昼
食
の
も
て
な
し
を
受

け
、
足
の
郷
峠
を
越
え
て
東
吉

野
に
入
っ
て
き
た
。

そ
の
後
、
鉄
石
は
両
眼
失
明

の
松
本
奎
堂
に
同
行
、
鷲
家
口

を
迂
回
し
て
伊
豆
尾
、
萩
原
を

超
え
て
岩
本
谷
を
下
る
。

25
日
夕
刻
、
常
に
藤
本
鉄
石

の
近
く
に
仕
え
て
行
動
し
、
最

前
線
を
各
地
に
転
戦
し
て
勇
名

を
は
せ
た
福
浦
元
吉
と
と
も
に
、
伊
勢
街
道

の
鷲
家
街
道
の
野
見
谷
口
に
あ
ら
わ
れ
た
鉄

石
は
、
探
索
中
の
紀
州
藩
銃
手
、
的
場
喜
一郎

を
一撃
の
も
と
に
倒
し
、
紀
州
藩
脇
本
陣
日
浦

屋
（
中
尾
宅
横
）
に
突
入
、
乱
刃
の
も
と
に

鉄
石・元
吉
と
も
ど
も
壮
絶
な
最
期
を
と
げ
た
。

詳
し
く
は
、
紀
州
藩
の
記
録
に
次
の
よ
う

に
出
て
い
る
。

『
前
略
・・・
一
揆
主
従
両
人
（
藤
本
・
福
浦
）

稲
妻
の
如
く
駆
け
廻
り
、
打
留
兼
候
内
、
両

人
共
旅
宿
へ
駈
込
み
、
津
之
助
（
鉄
石
）
は

旅
宿
に
所
持
の
長
押
に
掛
け
た
る
槍
を
手
早

く
取
り
、
主
従
必
死
に
相
働
き
、
・
・
・
中

略
・
・
・
両
人
叉
復
奥
庭
へ
駆
廻
る
。
下
人

の
真
向
う
を
、
梶
川
三
十
郎
、
槍
に
て
林
楠

之
丞
見
掛
け
突
掛
り
候
処
、
・
・
・
後
略
』

※
「
い
は
ゆ
る
天
誅
組
の
大
和
義
挙
の
研
究
」

（
久
保
田
辰
彦　

昭
和
６
年
発
行
よ
り
）

天
誅
組
総
裁 

藤
本
鉄
石 

遺
詠

雲
を
ふ
み 

岩
を
さ
く
み
し 

も
の
の
ふ
の
　
　

よ
ろ
ひ
の
袖
に 

紅
葉
か
つ
ち
る

奈良県・東吉野村 教育委員会

峠　隆 司
東吉野村
エッセイ⑩

村 に 残 る
　『 天 誅 組 ゆ か り の 槍 』

天誅組ゆかりの槍

鷲家　旅宿「日浦屋」
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に
は
文
壇
の
大
御
所
菊
池
寛
に
抗
し

「
博
浪
沙
」
を
主
宰
、
井
伏�

鱒
二
・
尾

崎
士
郎
・
田
岡
典
夫
・
浜
本
浩
な
ど
多

く
の
作
家
を
育
て
る
こ
と
に
な
る
。

郷
党
の
大
先
輩
、大
町
桂
月
と
の
師

弟
関
係
は
有
名
で
、「
貢
太
郎
の
恩
師

桂
月
に
対
す
る
終
生
変
わ
ら
ぬ
至
純

の
情
は
美
談
で
あ
っ
た
」
と
言
わ
れ
る
。

大
正
７
年
と
、９
年
に
は
桂
月
と
土
佐

へ
帰
り
、
各
地
を
巡
っ
た
。
昭
和
４
年

（
１
９
２
９
）桂
浜
の
桂
月
碑
の
除
幕
式

で
、
酒
を
こ
よ
な
く
愛
し
た
桂
月
を
偲

ん
で
碑
に
上
り
酒
を
注
い
だ
の
が
、酒

供
養
の
会
の
起
こ
り
で
あ
る
。
貢
太
郎

自
身
も
「
ち
く
と
一
杯
」
が
口
癖
で
、
書

斎
で
く
つ
ろ
ぐ
横
に
は
酒
の
樽
。
碑
文

に
は
「
酒
ヲ
愛
ス
ル
コ
ト
命
ノ
如
…
」
と

刻
記
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
の
酒
仙
家
。
桂

月
と
共
に
ど
れ
ほ
ど
の
お
酒
を
酌
み
交

わ
し
た
こ
と
だ
ろ
う
か
。

最
後
の
言
葉
は
「
な
ん
ち
ゃ
じ
ゃ
な

か
っ
た
き
に
の
う
」。
こ
の
世
も
人
の
命

も
儚
い･･･

。
桂
浜
の
月
を
師
弟
で
愛
で
、

お
酒
を
飲
み
、
今
も
そ
ん
な
話
を
し
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
新
緑
が
眩
し

い
桂
浜
公
園
。
松
林
の
中
、
碑
の
建
つ

場
所
で
そ
ん
な
こ
と
を
思
っ
た
。

�

宮
﨑
　
圭
子
・
尾
﨑
　
由
紀

い
て
ど
う
や
っ
て
そ
の
よ
う
な
考

え
方
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
の
か
、

ま
す
ま
す
長
宗
我
部
元
親
と
い

う
人
物
を
興
味
深
く
感
じ
る
。

現
在
は
、
う
っ
そ
う
と
し
た

木
々
に
囲
ま
れ
天
守
台
に
は
小

さ
な
祠
が
あ
る
。
本
山
氏
・
長

宗
我
部
氏
・
山
内
氏
は
そ
れ
ぞ

れ
に
希
望
・
野
心
を
い
だ
き
な

が
ら
太
平
洋
を
望
ん
で
い
た
の

か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
。　

平
成
30
年
春
に
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
す
る
当
館
で
は
、
常

設
展
示
と
し
て
浦
戸
城
を
紹
介

す
る
予
定
で
あ
る
。
ぜ
ひ
浦
戸

城
跡
と
合
わ
せ
て
ご
見
学
い
た

だ
き
た
い
。

�

中
平
　
文
・
濱
田
　
愛
華

桂
浜
公
園
の
龍
馬
像
か
ら
西
に
少
し
歩
い
た
開
け

た
場
所
。
土
日
は
ア
イ
ス
ク
リ
ン
を
販
売
し
て
い
る�

丁
度
前
あ
た
り
に
少
し
前
の
め
り
に
傾
い
た
ユ
ニ
ー

ク
な
石
碑
が
あ
る
。
そ
の
石
に
刻
ま
れ
て
い
る
文
字

は
「
桃
葉
先
生
之
碑
」（
題
字
・
村
松
梢
風　

昭
和

18
年
建
立
）。
作
家
田
中
貢
太
郎
（
桃
葉
）
の
碑
で

あ
る
。
桃
葉
と
い
う
筆
名
は
桃
の
花
が
美
し
い
季
節

に
生
ま
れ
た
こ
と
か
ら
き
て
い
る
と
か
。
名
前
に
桃

と
入
る
だ
け
で
何
と
も
愛
ら
し
く
、
ご
本
人
の
お
写

真
を
見
る
と
、
着
物
を
着
流
し
た
童
顔
の
丸
い
お
顔

に
親
し
み
や
す
い
お
人
柄
が
窺
え
る
。

田
中
貢
太
郎
は
明
治
13
年
（
１
８
８
０
）
高
知
市

仁
井
田
に
生
ま
れ
た
。
三
里
尋
常
小
学
校
を
卒
業
後
、

叔
父
の
家
で
船
大
工
を
手
伝
う
傍
ら
本
を
読
み
漢
学

を
学
ん
だ
。
母
校
の
代
用
教
員
を
務
め
た
あ
と
、
明

治
35
年
（
１
９
０
２
）
に
「
高
知
実
業
新
聞
」
に
入

社
し
た
が
翌
年
退
職
、上
京
。大
正
初
め『
田
岡
嶺
雲
・

幸
徳
秋
水
・
奥
宮
健
之
追
懐
録
』、
そ
の
後
『
旋
風

時
代
』
の
発
表
を
機
に
大
衆
作
家
と
し
て
の
地
位
を

確
立
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。
昭
和
９
年（
１
９
３
４
）

現
在
、
当
館
と
国
民
宿
舎
桂
浜
荘
が
建
って
い
る
地

は
、
土
佐
の
戦
国
武
将
本
山
氏
に
よ
り
浦
戸
城
が
築

か
れ
た
場
所
で
あ
る
。
標
高
59ｍ
土
佐
湾
に
面
し
た
中

世
の
山
城
で
あ
る
。
天
正
19
年
土
佐
の
戦
国
武
将
長

宗
我
部
元
親
は
岡
豊
城
か
ら
海
上
交
通
の
便
が
い
い
浦

戸
城
へ
と
移
って
い
る
。

浦
戸
城
は
、
中
世
の
山
城
と
し
て
は
珍
し
い
天
守
台

が
あ
り
、
天
守
台
へ
と
登
っ
て
い
く
階
段
の
横
に
「
浦

戸
城
碑
」（
平
成
７
年
2
月
7
日
建
立 

高
知
市
教
育

委
員
会
）
が
ず
っ
し
り
と
か
ま
え
て
い
る
。

一
般
的
に
天
守
は
台
の
上
に
立
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

浦
戸
城
の
よ
う
な
台
状
の
地
形
や
石
垣
で
台
形
に
築

き
上
げ
ら
れ
た
地
形
は
「
天
守
台
」
と
呼
ば
れ
る
。
そ

し
て
、
そ
の
台
形
地
形
の
上
面
に
天
守
の
礎
石
か
、
柱

の
跡
等
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
「
天
守
」
と
な
る
。

浦
戸
城
に
は
中
世
の
山
城
に
は
見
ら
れ
な
い
天
守

台
が
あ
る
が
、
一
般
的
に
は
高
知
城
の
よ
う
な
近
世

の
城
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
浦
戸

城
に
は
各
所
に
中
世
の
城
を
凌
駕
す
る
と
こ
ろ
が
見

ら
れ
、
ま
た
そ
れ
ら
は
、
浦
戸
城
が
中
世
の
城
か
ら

近
世
の
城
郭
に
変
わ
っ
て
い
く
過
渡
期
の
重
要
な
城

で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

江
戸
時
代
に
入
る
と
、
山
内
一豊
が
土
佐
藩
主
と
な

り
慶
長
６
年
に
入
城
す
る
が
、
２
年
後
の
慶
長
８
年
に

浦
戸
城
の
天
守
や
石
材
な
ど
を
大
高
坂
城
（
現
・
高
知

城
）
に
移
さ
れ
浦
戸
城
は
廃
城
と
な
っ
た
。

浦
戸
城
や
岡
豊
城（
国
史
跡
）、ど
ち
ら
の
特
徴
を
み

て
も
、長
宗
我
部
元
親
と
い
う
人
物
は
、城
づ
く
り
に
お

い
て
先
進
的
な
考
え
方
を
も
って
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四
国
山
脈
に
囲
ま
れ
、
閉
塞
感
の
あ
る
土
佐
に
お

「
桂
浜･

浦
戸
　
碑
め
ぐ
り
」
❻
　

　
「
桃
葉
先
生
之
碑
」

最
後
の
言
葉
は
「
な
ん
ち
ゃ
じ
ゃ
な
か
っ
た
…
」

「
桂
浜･

浦
戸
　
碑
め
ぐ
り
」
❺
　

　
 

中
世
の
山
城
に
は
珍
し
い
天
守
台

  『
浦
戸
城
』
碑

※端末の環境により、イメージが認識されるまでに時間がかかる場合や、
正常に動作しない場合があります。

※本コンテンツは2017年9月30日まで閲覧可能です。

① 右のＱＲコードから無料アプリ「ＣＯＣＯＡＲ２」をダウンロード　
② アプリを起動し　　  マークのついた写真にスマホをかざす

飛騰の紙面にスマホをかざして動画を見よう！ 視聴方法は簡単！



5・龍馬記念館だより

�

“
今
の
桂
浜
の
魅
力
は
？
”
と
聞
か
れ
た
ら
、

や
っ
ぱ
り
そ
れ
は
龍
馬
記
念
館
な
ん
で
す
よ
。

司
馬
さ
ん
が
龍
馬
像
は
桂
浜
や
な
い
と
い
か

ん
と
言
っ
て
る
で
し
ょ
う
。
こ
こ
が
よ
く
似
合

う
。
龍
馬
フ
ァ
ン
に
と
っ
た
ら
こ
こ
は
聖
地
で

し
ょ
う
。
龍
馬
が
育
っ
た
土
地
や
風
土
と
い
う

物
語
の
ベ
ー
ス
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
龍
馬
の
考

え
方
や
生
き
様
を
見
て
、
聞
い
て
、
学
ん
で
、

楽
し
ん
で
い
く
の
が
記
念
館
だ
と
私
は
思
う
。

そ
こ
が
リ
ニュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
ら
、
今
ま

で
よ
り
機
能
・
用
途
・
広
さ
・
資
料
な
ど
が

グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。
そ
こ
に
私
た
ち

は
魅
力
を
感
じ
、
期
待
す
る
わ
け
で
す
よ
。

も
ち
ろ
ん
課
題
は
あ
る
と
思
う
。
今

ま
で
以
上
に
、
専
門
の
学
芸
員
さ
ん
や
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
の
職
員
さ
ん
が
、
各
々
の

役
割
を
果
た
し
、
２
倍
の
も
の
を
３
倍
に

も
４
倍
に
も
し
て
内
容
を
充
実
さ
せ
発
信

し
て
いっ
て
欲
し
い
。
そ
の
た
め
に
は
企
画

や
展
示
の
中
身
だ
け
に
終
わ
る
の
で
は
な

く
、
ど
の
よ
う
に
記
念
館
を
運
営
し
て
い

く
の
か
に
懸
か
って
い
く
と
思
う
。

物
事
を
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
っ
て
や
っ
て
み

る
の
か
、
元
々
自
分
た
ち
で
や
っ
て
魅
力

を
感
じ
て
も
ら
う
の
か
で
は
決
定
的
な
違

い
が
あ
る
と
思
う
。
そ
こ
が
う
ま
く
い
っ

て
い
る
場
所
に
は
、
ま
た
行
っ
て
み
た
い
と

思
う
。そ
う
い
う
記
念
館
に
な
って
欲
し
い
。

そ
う
す
れ
ば
、
桂
浜
を
訪
れ
る
人
も
増

え
る
し
、
高
知
も
賑
わ
う
と
思
い
ま
す
。

要
す
る
に
ハ
ー
ド
で
は
な
く
人
、つ
ま
り

魂
。魂
を
入
れ
る
。す
ば
ら
し
い
器
に
職
員

が一体
と
な
り
、そ
れ
が
何
倍
に
も
な
る
よ

う
に
や
っ
て
欲
し
い
。そ
れ
が
大
き
な
実
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。　�（
談
）

�

　
中
村
　
昌
代

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
に
期
待
す
る
」①

　
　
国
民
宿
舎「
桂
浜
荘
」（一般
財
団
法
人
高
知
市
桂
浜
公
園
開
発
公
社
）

 

理
事
長  

山
下 

司 

さ
ん

「
桂
浜
に
新
た
な
魅
力
づ
く
り
を
！
」

　

建
築
工
事
が
順
調
に
進
み
、
新
館
の
形
も
見
え
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、
記
念
館
と
連

携
し
て
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
皆
様
か
ら
は
、
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
に
向
け
た
期
待

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

第
1
回
は
記
念
館
に
隣
接
し
、
よ
さ
こ
い
踊
り
の
チ
ー
ム
の
立
ち
上
げ
な
ど
で
協
働
し
て
き

た
国
民
宿
舎
「
桂
浜
荘
」（
一
般
財
団
法
人
高
知
市
桂
浜
公
園
開
発
公
社
）
の
理
事
長
山
下
司

さ
ん
の
声
を
お
届
け
し
ま
す
。

桂浜をバックに語る山下理事長

銀
の
ス
プ
ー
ン
と
龍
馬
記
念
館

先
日
、
あ
る
新
聞
記
事
の
中
で
「
銀
の
ス
プ
ー

ン
を
銜く
わ

え
て
生
ま
れ
て
き
た
子
は
す
く
す
く
育

ち
・
・
・
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
目
に
入
っ
た
。

そ
の
記
事
は
、
競
馬
の
ビ
ッ
グ
レ
ー
ス
で
勝

利
し
た
牝
の
若
駒
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
、

彼
女
（
？
）
の
父
母
は
い
ず
れ
も
競
走
馬
と
し

て
素
晴
ら
し
い
戦
績
を
残
し
て
お
り
、
血
統
が

大
き
く
人
（
馬
）
生
を
左
右
す
る
競
走
馬
の
世
界

で
は
、
飛
び
抜
け
て
優
れ
た
血
を
引
く
馬
で
あ

る
こ
と
に
言
及
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

「
銀
の
ス
プ
ー
ン
を
・
・
・
」
の
意
味
す
る

と
こ
ろ
を
調
べ
て
み
る
と
、
西
欧
諸
国
で
は
生

ま
れ
て
き
た
赤
ち
ゃ
ん
が
洗
礼
を
受
け
る
時
に
、

そ
の
子
が
一
生
食
べ
物
に
困
る
こ
と
の
無
い
よ

う
に
と
の
思
い
を
込
め
て
、
ス
プ
ー
ン
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
す
る
習
わ
し
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
贈
ら
れ
る
ス
プ
ー
ン
の
材
質
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の
経
済
状
況
に
応
じ
て
木
製
か
ら
様
々
な
金
属
製
ま
で
が
あ
っ
た
よ
う
で
、

高
価
な
銀
製
の
ス
プ
ー
ン
を
贈
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
裕
福
な
家
に
生
ま
れ
て

き
た
こ
と
を
表
し
て
お
り
、
そ
の
子
に
は
、
お
金
に
困
る
こ
と
な
く
、
幸
せ
な
将
来
が
約
束

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
（
人
生
の
幸
不
幸
が
経
済
的
な
こ
と
だ
け
で
決
ま
る
も
の
で
は
な

い
と
い
う
事
は
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
）
を
象
徴
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

「
競
馬
」
の
話
か
ら
始
ま
り
、
記
念
館
の
話
題
に
続
い
て
行
く
こ
と
に
頭
を
傾
げ
る
方
も

お
ら
れ
る
と
は
思
う
が
、「
龍
馬
」
の
馬
つ
な
が
り
と
い
う
こ
と
で
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。

さ
て
、
記
念
館
新
館
の
建
築
工
事
は
順
調
に
進
捗
し
、
既
に
2
階
部
分
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
新
館
の
大
き
さ
が
実
感
で
き
る
状
況
と
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
展

示
関
係
の
準
備
に
つ
い
て
も
、
次
第
に
具
体
的
な
検
討
が
進
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
動
き
を

受
け
て
、
間
も
な
く
来
春
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
の
日
取
が
話
題
に
上
っ
て
く
る
こ
と
に
な

り
そ
う
で
あ
る
。

記
念
館
は
、
幕
末
維
新
の
英
傑
の
中
で
も
飛
び
抜
け
て
フ
ァ
ン
が
多
い
「
龍
馬
」
の
存
在

や
桂
浜
と
い
う
県
内
有
数
の
観
光
地
に
あ
る
と
い
う
恵
ま
れ
た
環
境
の
も
と
に
生
ま
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
多
く
の
皆
様
の
手
で
す
く
す
く
と
育
て
て
い
た
だ
い
て
き
た
。
あ
る
意
味
で
は
、

銀
の
ス
プ
ー
ン
を
銜く
わ

え
て
生
ま
れ
て
き
た
と
も
言
え
る
の
で
は
と
い
う
思
い
が
、
冒
頭
に
紹

介
し
た
記
事
を
目
に
し
て
頭
を
よ
ぎ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
こ
う
し
た
恵
ま
れ
た
環
境
に
甘
え
る
こ
と
な
く
、
記
念
館
を
さ
ら
に
大
き
く

育
て
て
い
く
こ
と
に
労
を
惜
し
ん
で
は
な
ら
な
い
と
の
気
概
は
、
記
念
館
職
員
一
人
ひ
と
り

の
も
の
と
し
て
い
か
な
け
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

ここは館長の部屋 髙松　清之

東側（桂浜荘側）から見た改装工事中の記念館



拝
啓 

龍
馬
殿
70通

平
成
29
年
3
月
21
日
～
6
月
20
日

「
お
遍
路
始
め
ま
し
た
」

一
年
ぶ
り
に
龍
馬
さ
ん
に
会
い
に

来
ま
し
た
。今
回
は
高
校
の
と
き
か
ら
大
の

仲
良
し
の
2
人
を
つ
れ
て
き
ま
し
た
。実
は

秋
か
ら
お
遍
路
を
始
め
ま
し
た
。公
共
交
通

機
関
を
使
っ
て
の
巡
礼
で
す
。お
経
は
い
い

で
す
ね
。と
な
え
て
い
る
と
身
体
が
き
れ
い

に
な
っ
て
い
く
気
が
し
ま
す
。覚
え
て
、見

な
く
て
も
言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
い
い

な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
す
。娘
は
秋
に
お
寺
で

結
婚
式
を
し
、無
事
に
仲
良
く
暮
ら
し
て
い

ま
す
。そ
れ
も
龍
馬
さ
ん
や
乙
女
さ
ん
の
お

か
げ
で
す
。外
に
出
さ
せ
て
や
る
勇
気
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。そ
ん
な
娘
が
4
月
か
ら
小

学
校
で
図
工
の
先
生
に
な
り
ま
す
。ど
う
か

ど
う
か
や
り
と
げ
ら
れ
る
よ
う
見
守
っ
て

く
だ
さ
い
。ま
た
報
告
に
来
ま
す
。

追
伸 

今
年
も
6
年
生
が
卒
業
し
て
い
き
ま

し
た
。わ
た
し
に
と
っ
て
最
後
の
卒
業
生
で

す
。み
な
す
ば
ら
し
い
子
ば
か
り
で
し
た
。

（
3
月
25
日　

東
京　

C
・
E　

59
歳　

女
性
）

「
心
優
し
い
警
察
官
に
」

志
の
高
さ
や
行
動
力
、
人
を
ひ
き

つ
け
る
力
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
「
す
ご
い

な
ぁ
」の
一
言
で
す
。あ
と
10
日
も
す
れ
ば
、

私
は
社
会
人
と
な
り
ま
す
。そ
ん
な
人
生
の

節
目
に
こ
こ
に
来
ら
れ
た
こ
と
を
感
謝
し

て
い
ま
す
。世
の
た
め
、人
の
た
め
に
尽
く

せ
る
よ
う
な
心
優
し
い
警
察
官
に
な
っ
て

き
ま
す
！
警
察
学
校
、頑
張
る
ぜ
よ
。

追
伸 

『
龍
馬
伝
』
を
観
て
ハ
マ
ッ
た
ミ
ー

ハ
ー
で
し
た
が
、こ
こ
に
来
て
ま
す
ま
す
好

き
に
な
り
ま
し
た
。１
５
０
年
と
い
う
年
月

を
経
て
も
人
の
心
を
掴
め
る
っ
て
す
ご
い

で
す
ね
。

（
3
月
25
日　

福
岡　

M
・
F　

22
歳　

女
性
）

「
初
心
」

世
の
中
を
よ
く
す
る
と
い
う
志
を

立
て
、実
現
に
向
け
て
動
き
回
っ
て
お
ら
れ

た
こ
と
に
深
く
感
動
致
し
ま
し
た
。
新
聞
、

テ
レ
ビ
で
よ
く
な
い
こ
と
を
見
な
い
日
は

な
い
今
の
世
の
中
で
、龍
馬
先
生
の
よ
う
な

綺
麗
で
、潔
く
、真
っ
直
ぐ
な
心
を
持
て
る

人
は
、ど
れ
ほ
ど
い
る
で
し
ょ
う
か
。一
人

で
も
自
分
と
相
手
を
尊
重
し
つ
つ
周
囲
に

良
い
影
響
を
与
え
ら
れ
る
人
間
を
育
て
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。初
心
を
再
確
認
致

し
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
3
月
25
日　

福
岡　

Y
・
T　

23
歳　

男
性
）

「
ぜ
よ
」

最
高
！
高
知
の
空
気
で
体
を
満
た

し
た
ぜ
よ
。

（
3
月
26
日　

群
馬　

K
・
S　

32
歳　

男
性
）

「
先
生
」

龍
馬
先
生
初
め
ま
し
て
。大
阪
か
ら

参
り
ま
し
た
。
坂
本
龍
馬
記
念
館
に
来
る
ま

で
は
先
生
の
こ
と
を
〝
日
本
を
変
え
た
す
ご

い
人
〞と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
し
か
存
じ
て
お
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
記
念
館
に
あ
る
た
く
さ

ん
の
展
示
物
や
先
生
の
お
手
紙
、
先
生
に
ま

つ
わ
る
映
像
の
数
々
を
拝
見
し
、
ど
れ
ほ
ど

素
晴
ら
し
い
人
物
だ
っ
た
か
を
学
ぶ
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
歴
史
に
も
あ
ま
り
興
味
が
な

か
っ
た
私
で
す
が
、今
日
の
こ
と
を
キ
ッ
カ
ケ

に
も
っ
と
先
生
の
こ
と
、日
本
の
歴
史
を
知
り

た
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。
来
月
京
都
に
も

行
く
の
で
先
生
ゆ
か
り
の
地
へ
も
絶
対
に
足

を
運
び
ま
す
。
私
は
4
月
か
ら
社
会
人
に
な

り
ま
す
。先
生
の
よ
う
に
強
く
た
く
ま
し
く
、

意
思
を
し
っ
か
り
と
も
っ
た
人
物
へ
と
成
長
し

て
い
き
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
3
月
26
日　

大
阪　

R
・
N　

22
歳　

女
性
）

「
心
の
師
」

私
と
龍
馬
殿
の
出
会
い
は
25
年
前

『
お
〜
い
！
竜
馬
』と
い
う
一
冊
の
漫
画
が

き
っ
か
け
で
し
た
。
幼
い
こ
ろ
は
泣
き
虫

で
寝
小
便
た
れ
だ
っ
た
龍
馬
殿
が
、
成
長

し
、
藩
を
飛
び
越
え
、
日
本
を
、
世
界
を
相

手
に
大
活
躍
さ
れ
る
物
語
に
、
中
学
生
時

分
、
胸
を
躍
ら
せ
て
夢
中
に
な
り
ま
し
た
。

す
っ
か
り
龍
馬
殿
の
フ
ァ
ン
に
な
り
早
25

年
。こ
う
し
て
あ
な
た
が
生
ま
れ
育
ち
、希

望
に
あ
ふ
れ
て
い
た
桂
浜
や
生
誕
の
地

に
来
れ
て
本
当
に
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
い
つ
ま
で
も
ず
っ
と
自
分
の

中
で
ヒ
ー
ロ
ー
で
あ
り
ま
す
。龍
馬
殿
に
、

最
後
に
、
私
の
心
の
中
で
は
あ
な
た
は
今

も
生
き
続
け
て
い
ま
す
。
心
の
師
で
あ
り

ま
す
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
3
月
26
日　

千
葉　

H
・
A　

38
歳　

男
性
）

「
龍
馬
に
ア
タ
ッ
ク
」

龍
馬
さ
ん
。
私
は
大
河
ド
ラ
マ
の

『
龍
馬
伝
』
を
小
学
生
の
と
き
に
見
て
激
ハ

マ
リ
し
て
、そ
れ
以
来
、龍
馬
関
連
の
本
を

読
み
あ
さ
り
、
あ
な
た
の
一
生
に
つ
い
て

い
ろ
い
ろ
知
り
ま
し
た
。
龍
馬
さ
ん
の
考

え
方
は
革
新
的
で
、
も
し
現
代
に
生
ま
れ

て
い
た
と
し
て
も
き
っ
と
革
命
家
と
し
て

名
を
上
げ
て
い
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
ぁ
〜
。

私
が
も
し
龍
馬
さ
ん
と
同
じ
時
代
に
い
た

ら
迷
わ
ず
ア
タ
ッ
ク
し
て
龍
馬
さ
ん
の
お

よ
め
さ
ん
に
な
り
ま
す
。

（
3
月
26
日　

香
川　

H
・
K　

18
歳　

女
性
）

「
龍
馬
に
感
謝
」

や
っ
と
貴
方
に
会
え
ま
し
た
。
よ

く
ぞ
、
日
本
の
国
を
洗
濯
し
て
く
だ
さ
っ

た
。
そ
の
御
礼
を
申
し
上
げ
た
か
っ
た
の

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
見
守
っ
て

く
だ
さ
い
。

（
3
月
28
日　

兵
庫　

U
・
I　

87
歳
）

「
り
ょ
う
ま
で
す
」

ぼ
く
は
あ
な
た
と
い
う
人
が
い
て

く
れ
て
、と
て
も
か
ん
し
ゃ
し
ま
し
た
。り

ゆ
う
は
、ぼ
く
の
名
前
が
、あ
な
た
か
ら
も

ら
っ
た
名
前
だ
か
ら
で
す
。
あ
な
た
の
よ

う
な
人
に
な
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

（
3
月
29
日　

愛
知　

R
・
N　

8
歳　

男
子
）

「
志
」

「
日
本
を
今
一
度
せ
ん
た
く
い
た
し

申
し
候
」。
今
の
日
本
に
も
言
え
る
こ
と
で

し
ょ
う
。そ
の
よ
う
な
志
を
持
っ
た
人
が
増
え

て
い
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。
今
日
は
大
雨
で

し
た
が
、
龍
馬
さ
ん
の
手
紙
か
ら
あ
り
が
た

い
言
葉
を
頂
き
、来
た
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
。

（
3
月
31
日　

和
歌
山　

N
・
H　

33
歳　

男
性
）

「
歴
史
を
学
ぶ
」

歴
史
上
で
一
番
大
好
き
な
り
ょ
う
ま
へ

歴
史
を
学
ぶ
こ
と
は
、二
度
と
同
じ
あ
や
ま

ち
を
繰
り
返
さ
な
い
こ
と
、
と
高
校
の
教

師
に
教
え
て
も
ら
い
、日
本
史
が
大
好
き
に

な
っ
た
。
新
し
い
国
を
つ
く
ろ
う
と
、
戦
い

の
な
い
国
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
り
ょ
う
ま
。

り
ょ
う
ま
達
が
い
る
か
ら
今
の
日
本
が
あ
る
。

り
ょ
う
ま
達
の
意
思
を
受
け
つ
い
で
、
戦
い

の
な
い
世
界
が
き
ま
す
よ
う
に
。

（
3
月
31
日　

和
歌
山　

M
・
H　

34
歳　

女
性
）

「
最
後
の
日
に
」

今
日
は
こ
の
記
念
館
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
す
る
前
の
最
後
の
日
な
の
で
記
念
に
来

て
み
ま
し
た
。こ
の
手
紙
を
書
く
の
も
初
め

て
で
す
が
、
あ
い
に
く
の
雨
の
日
に
よ
う
さ

ん
人
が
き
て
お
り
ま
す
。
私
に
は
龍
馬
さ
ん

の
よ
う
な
大
き
な
夢
は
無
い
で
す
が
、こ
の

歳
に
な
っ
て
も
、
ま
だ
声
優
に
な
り
た
い
と

思
う
バ
カ
者
で
す
。
夢
ば
か
り
は
な
ん
ぼ
言

う
て
も
タ
ダ
で
す
き
、今
日
も
元
気
に
進
み

ま
す
。こ
の
記
念
館
と
も
し
ば
ら
く
お
別
れ

で
す
が
、ま
た
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

（
3
月
31
日　

高
知　

A
・
Y　

38
歳　

男
性
）

「
先
祖
は
禁
門
の
変
で
闘
っ
た
」

龍
馬
様
、幕
末
に
は
い
ろ
い
ろ
ご
活

躍
頂
き
ま
し
て
長
州
藩
も
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
先
祖
は
、
長
州
で
は
吉
田
先
生
の

近
く
に
住
み
、
禁
門
の
変
等
で
闘
っ
た
よ
う

で
す
が
、最
後
は
北
陸
で
会
津
軍
と
闘
い
果

て
ま
し
た
が
、龍
馬
様
の
お
蔭
で
日
本
が
夜

明
け
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
謝
し

て
居
り
ま
す
。龍
馬
記
念
館
改
築
中
で
残
念

で
す
が
、完
成
後
は
又
お
目
に
か
か
れ
る
の

を
楽
し
み
に
し
て
居
り
ま
す
。

（
5
月
24
日　

無
記
名
）

「
工
事
中
で
残
念
」

霊
場
巡
り
で
貴
殿
の
記
念
館
の
展
示
物

を
す
み
ず
み
ま
で
見
せ
て
も
ら
お
う
と
期
待
し

て
い
ま
し
た
が
、
工
事
中
で
残
念
で
し
た
。
貴
殿

が
志
半
ば
で
あ
の
世
に
い
っ
た
の
は
誠
に
残
念

な
限
り
で
、も
し
天
寿
を
ま
っ
と
う
し
て
い
た
な

ら
、
東
ア
ジ
ア
の
平
和
の
み
な
ら
ず
、
世
界
平
和

に
も
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
の
道
程
で
は
、人
種
問
題
ら
に
も
強
く
抗
議
さ

れ
、白
人
か
ら
目
を
つ
け
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

貴
殿
の
行
い
や
考
え
方
は
こ
の
世
に
残
さ
れ
て
、

そ
れ
を
認
識
さ
れ
た
偉
大
な
人
々
が
そ
の
後
の

日
本
を
発
展
さ
せ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。

（
5
月
31
日　

愛
媛　

Y
・
H　

62
歳　

男
性
）

＊＊＊編集者より＊＊＊
記念館が休館に入る前のわずかな期間に素敵なメッセー
ジがたくさん寄せられました。新たな門出の季節。皆さんの
前向きなメッセージに、グランドオープンに向けて前進ある
のみの当館職員一同もパワーをいただきました。

休館中は、記念館の仮事務所のある桂浜荘地下1 階のほ
か、県外巡回展の会場にも拝啓龍馬殿コーナーを設置して
いただき、引き続きメッセージをお寄せいただいています。

今回は熊本会場でお寄せいただいたメッセージをご紹介しました。なかなか高知に来られ
ない方々にも龍馬の資料をご覧いただき、龍馬の熱い思いや、幕末の空気を感じていただけ
たことと思います。熊本の皆さん！次は高知で待ちゆうきね。� 尾㟢　由紀
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「
尊
敬
し
て
い
ま
す
」

「
土
佐
の
龍
馬
・
肥
後
の
小
楠
」展

を
楽
し
み
に
し
て
き
ま
し
た
。龍
馬
さ
ん
が

好
き
で
、全
国
ゆ
か
り
の
あ
る
龍
馬
さ
ん
の

所
に
行
き
、今
回
熊
本
で
あ
り
、ゆ
っ
く
り

見
さ
せ
て
頂
き
、龍
馬
さ
ん
の
相
手
に
対
す

る
思
い
や
り
、優
し
さ
、し
か
し
自
分
に
は

厳
し
い
と
こ
ろ
、同
性
と
し
て
も
尊
敬
す
る

ば
か
り
で
す
。こ
の
展
覧
会
を
見
て
、去
年

お
き
た
熊
本
地
震
で
復
興
に
向
け
一
歩
一

歩
の
日
々
で
す
が
、龍
馬
さ
ん
の
よ
う
な
考

え
と
生
き
方
を
少
し
で
も
し
て
行
き
歩
む

の
で
、龍
馬
さ
ん
見
て
て
く
だ
さ
い
ね
。

（
4
月
8
日　

熊
本
市　

Ｓ
・
Ｓ　

男
性
）

「
息
子
に
思
う
」

本
日
、
息
子
の
涼
雅
と
一
緒
に
お

伺
い
致
し
ま
し
た
。大
変
楽
し
く
お
手
紙
も

拝
見
し
ま
し
た
が
、い
つ
も
思
い
ま
す
。小

学
校
5
年
生
の
時
に
本
を
読
み
思
い
ま
し

た
。現
在
15
才
の
息
子
を
育
て
て
お
り
、な

か
な
か
言
う
こ
と
を
真
剣
に
聞
い
て
く
れ

ま
せ
ん
。何
が
言
い
た
い
か
と
い
い
ま
す
と
、

せ
っ
か
く
心
配
し
て
く
れ
て
い
る
方
が
い

た
の
に
11
／
15
も
っ
と
も
っ
と
真
剣
に
受

け
止
め
て
い
て
く
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。同

じ
様
に
、今
、息
子
に
思
う
次
第
で
す
。

（
4
月
8
日　

熊
本
市　

Ｃ
・
Ｍ　

41
歳　

女
性
）

「
が
ん
ば
る
ぜ
よ
」

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
る
ぜ
よ
。
く

よ
く
よ
し
て
ち
ゃ
い
か
ん
ぜ
よ
。が
ん
ば
ろ

う
熊
本
。龍
馬
さ
ん
あ
り
が
と
う
！
！

（
4
月
9
日　

熊
本
市　

Ｈ
・
Ｔ　

42
歳　

男
性
）

「
オ
ー
プ
ン
を
楽
し
み
に
」

私
は
司
馬
先
生
の
『
竜
馬
が
ゆ
く
』

を
読
ん
で
以
来
、
約
40
年
間
、
坂
本
龍
馬
を

敬
愛
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。私
心
を
捨
て
、こ

れ
か
ら
の
日
本
の
た
め
に
活
動
さ
れ
る
姿
に
、

自
分
も
そ
う
い
う
生
き
方
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
２
０
１
８
年
の
坂
本
龍
馬

記
念
館
オ
ー
プ
ン
に
は
是
非
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。こ
の
企
画
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
全
て

の
方
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
4
月
9
日　

熊
本
市　

Ｙ
・
Ｏ　

59
歳　

男
性
）

「
ま
け
ま
せ
ん
」

り
ょ
う
ま
さ
ん
、
に
っ
ぽ
ん
を
す

く
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

く
ま
も
と
じ
し
ん
に
ま
け
ま
せ
ん
。

（
4
月
16
日　

熊
本
市　

Ｓ
・
Ｎ　

6
歳　

男
子
）

「
で
き
る
こ
と
か
ら
」

以
前
か
ら
高
知
の
坂
本
龍
馬
記
念

館
を
訪
れ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、な
か

な
か
行
く
こ
と
が
で
き
ず
、
今
回
、
熊
本
県

立
美
術
館
で
「
土
佐
の
龍
馬
、肥
後
の
小
楠
」

展
を
見
て
、
あ
な
た
と
つ
な
が
り
の
あ
る
横

井
小
楠
を
通
し
て
、あ
な
た
を
身
近
に
感
じ

る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。
数
多
く

残
さ
れ
て
い
る
あ
な
た
の
手
紙
は
お
ど
る
よ

う
な
字
で
、
自
由
に
書
き
た
い
こ
と
を
書
い

て
い
ま
す
ね
。日
本
は
今
、現
代
の
〝
万
国
公

法
〞と
も
言
え
る
、日
本
国
憲
法
（
＝
平
和
憲

法
）を
踏
み
つ
け
、捨
て
去
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。そ
ん
な
と
き
、あ
な
た
か
ら
勇
気
を
も
ら

い
ま
し
た
。
自
由
に
も
の
が
言
え
な
い
時
代

に
な
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
の
で
す
。私
も
で
き

る
こ
と
か
ら
し
っ
か
り
発
言
し
て
い
こ
う
と

思
い
ま
し
た
。本
当
に
あ
り
が
と
う
！

（
4
月
22
日　

熊
本
県
八
代
市　

Ｍ
・
Ｕ　

58
歳　

女
性
）

「
龍
馬
に
会
え
た
！
」

新
緑
の
目
映
い
午
後
、貴
殿
に
ふ
れ

る
こ
と
が
叶
い
、ま
ず
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。こ
れ
ま
で
長
崎
や
鹿
児
島
へ
出
向
き
、貴

殿
が
現
れ
る
か
と
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
そ
う
は
簡
単
に
は
い
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
で
も
尚
大
勢
の
龍
馬
フ
ァ
ン
が
い
る

か
ら
、私
な
ん
て
そ
の
中
の
一
人
で
す
し
、何

よ
り
も
楢
崎
お
龍
さ
ん
を
始
め
、た
く
さ
ん

の
家
族
・仲
間
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
ら
ね
。

し
か
し
、
今
日
は
意
表
を
突
か
れ
ま
し
た

わ
！
今
日
初
め
て
観
た
「
血
染
掛
軸
」の
前

に
立
っ
た
時
、私
は
涙
が
溢
れ
て
、当
時
そ
の

現
場
の
様
子
、情
景
が
朗
か
に
見
え
て
き
た

ん
で
す
。
と
て
も
衝
激
の
無
残
な
思
い
か
ら
、

流
血
に
よ
り
体
温
が
下
が
っ
て
い
っ
た
厳
し

さ
、ま
た
そ
の
中
に
慎
太
郎
、藤
吉
、想
い
浮

か
ぶ
面
々
、そ
し
て
最
後
に
未
来
を
案
じ
憂

い
て
い
っ
た
最
期
ま
で
…
。
そ
の
真
に
強
い

真
意
を
以
て
今
も
生
き
て
い
る
と
。
貴
殿
の

お
心
に
痛
く
共
感
し
ま
し
た
。そ
し
て
「
今
、

私
た
ち
が
日
本
人
と
し
て
生
き
て
い
る
の
も

あ
な
た
の
お
か
げ
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」と
言
う
と
、龍
馬
さ
ん
か
ら
「
あ
り

が
と
う
（
わ
か
っ
て
く
れ
て
）」
と
ま
た
返
っ

て
き
た
の
で
、
天
に
も
登
る
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。
も
っ
た
い
の
う
ご
ざ
い
ま
す
。
元

岡
藩
中
川
公
に
仕
え
、清
正
公
と
と
も
に
文

禄
・
慶
長
の
役
に
出
兵
し
た
ご
先
祖
様
を
持

つ
大
分
県
豊
後
大
野
市
出
身
者
で
す
。

（
4
月
23
日　

熊
本
県
菊
陽
町　

Ｅ
・
Ｍ　

44
歳　

女
性
）

「
死
し
て
な
お
」

岩
倉
、
西
郷
や
大
久
保
に
煙
た
が

ら
れ
て
い
た
龍
馬
の
開
明
性
が
命
取
り
に

な
っ
た
が
、そ
れ
は
そ
れ
。死
後
に
こ
れ
だ

け
日
本
人
の
心
底
に
何
か
を
残
し
た
青
年

は
龍
馬
一
人
で
は
な
か
ろ
う
か
。
人
は
い

ず
れ
死
ぬ
。
現
在
こ
れ
だ
け
の
若
者
は
こ

の
国
に
は
居
な
い
。残
念
。

（
4
月
27
日　

熊
本
市　

Ｓ
・
Ｈ　

85
歳　

男
性
）

「
次
は
高
知
で
」

手
紙
で
も
う
か
が
え
る
龍
馬
さ
ん

の
あ
た
た
か
い
人
格
が
大
好
き
で
す
。
色

褪
せ
な
い
魅
力
を
こ
れ
か
ら
も
伝
え
続
け

て
く
だ
さ
い
。
今
度
は
高
知
へ
会
い
に
行

き
ま
す
ね
！

（
4
月
29
日　

熊
本
県
上
天
草
市　

Ａ
・
Ｎ　

25
歳　

女
性
）

「
龍
馬
の
心
」

坂
本
龍
馬
の
生
き
方
・
考
え
方
を

知
り
、影
響
を
受
け
、我
が
子
も
大
き
な
心

を
も
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
、「
龍
馬
の
心
」

と
書
い
て
、
龍
之
心
と
名
前
を
付
け
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
4
月
30
日　

熊
本
市　

Ｒ
・
Ｈ　

0
歳　

男
子　

代
筆
：
母
）

「
父
」

父
が
死
ん
で
4
年
。
父
の
名
は
龍

馬
。
何
度
か
名
前
の
由
来
に
つ
い
て
聞
か

さ
れ
た
事
が
あ
り
、
龍
馬
記
念
館
に
行
き

た
い
事
も
話
し
て
い
ま
し
た
。
思
い
は
子

供
に
伝
わ
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
に
い
る

と
思
い
ま
す
。

（
5
月
3
日　

熊
本
市　

Ｓ
・
Ｙ　

62
歳　

男
性
）

「
推
理
」

息
子
は
龍
馬
が
大
好
き
で
す
。
今

回
、
龍
馬
の
刀
を
見
れ
て
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。息
子
は
1
つ
疑
問
が
あ
り
、

一
体
誰
に
龍
馬
は
暗
殺
さ
れ
た
か
で
す
。

色
々
と
息
子
な
り
に
推
理
を
し
て
い
ま
す
。

今
で
も
皆
の
あ
こ
が
れ
の
的
の
龍
馬
は
と

て
も
か
っ
こ
い
い
で
す
。

（
5
月
4
日　

鹿
児
島
市　

Ｓ
・
Ｋ　

8
歳　

男
子　

代
筆
：
母
）

「
ひ
と
こ
と
」

か
っ
こ
い
い
で
す
。

（
5
月
4
日　

熊
本
市　

Ｒ
・
Ｕ　

9
歳　

男
子
）

「
着
て
み
た
い
」

今
日
、
龍
馬
さ
ん
の
て
ん
じ
を
見

に
来
ま
し
た
。
龍
馬
さ
ん
が
持
っ
て
い
た

刀
も
見
ま
し
た
。
と
て
も
か
っ
こ
よ
か
っ

た
で
す
。
龍
馬
さ
ん
の
服
が
と
て
も
か
っ

こ
よ
く
て
、
そ
の
服
が
着
て
み
た
い
く
ら

い
か
っ
こ
い
い
で
す
。
ど
こ
に
く
ら
し
て

い
た
ん
で
す
か
？
生
き
て
た
ら
会
い
た
い

し
、い
ろ
い
ろ
聞
い
て
み
た
い
で
す
。ま
た

て
ん
じ
を
見
に
行
き
ま
す
。

（
5
月
6
日　

和
歌
山
県　

Ｙ
・
Ｏ　

9
歳　

女
子
）

「
あ
り
が
と
う
」

土
佐
の
龍
馬
、
素
晴
ら
し
い
展
示

会
で
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
5
月
7
日　

熊
本
市　

Ｋ
・
Ｓ　

55
歳　

男
性
）

「
龍
馬
の
お
み
や
げ
」

龍
馬
さ
ん
が
熊
本
、
も
と
い
肥
後

に
様
々
な
「
お
み
や
げ
」を
残
し
た
こ
と
は

１
５
０
年
以
上
た
っ
た
今
で
も
我
々
県
民

の
大
き
な
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
熊
本

は
ま
だ
ま
だ
大
変
な
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
が
、
龍
馬
さ
ん
の
気
持
ち
に
な
ら
っ
て

前
へ
進
も
う
と
思
い
ま
す
。

（
5
月
14
日　

宇
城
市　

Ｓ
・
Ｍ　

42
歳　

男
性
）

「
め
ざ
す
ぜ
よ
」

龍
馬
殿
の
も
ん
ぷ
く
や
脇
差
は

か
っ
こ
よ
か
っ
た
で
す
。
ぼ
く
は
龍
馬
さ

ん
が
大
好
き
で
す
。
暗
殺
さ
れ
る
前
の
手

紙
や
家
族
へ
の
最
後
の
手
紙
感
動
し
ま
し

た
。
龍
馬
さ
ん
の
こ
こ
ろ
ざ
し
を
見
習
い
、

ぼ
く
も
り
っ
ぱ
な
大
人
に
な
り
た
い
で
す
。

ぼ
く
は
坂
本
龍
馬
を
め
ざ
す
ぜ
よ
。
い
ろ

ん
な
こ
と
に
ち
ょ
う
せ
ん
し
ま
す
。
い
つ

か
あ
え
ま
す
よ
う
に
。
ぼ
く
の
あ
こ
が
れ

の
そ
ん
ざ
い
で
す
。

（
5
月
14
日　

熊
本
市　

Ｅ
・
Ｔ　

10
歳　

男
子
）

「
伸
び
伸
び
と
」

若
い
頃
は
あ
な
た
が
亡
く
な
っ
た
32
才

が
近
づ
く
た
び
に
何
か
を
や
り
と
げ
ね
ば
、何
か

を
残
さ
ね
ば
と
焦
っ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

あ
な
た
が
残
し
た
手
紙
を
見
て
、自
由
で
動
き
の

あ
る
文
字
か
ら
私
も
少
し
自
由
に
伸
び
伸
び
と

生
き
て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。国
の
た
め

に
と
か
大
き
な
こ
と
は
で
き
な
く
て
も
、自
分
の

好
き
な
こ
と
や
大
事
に
思
っ
て
い
る
こ
と
を
少

し
ず
つ
で
も
楽
し
ん
で
や
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
不
思
議
で
す
ね
。
あ
な
た
に
会
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、あ
な
た
の
姿
は
と
て
も
リ

ア
ル
に
感
じ
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

（
5
月
14
日　

熊
本
市　

Ｔ
・
Ｔ　

41
歳　

男
性
）

「
力
の
源
」

佐
賀
か
ら
来
ま
し
た
。今
の
平
成
29
年
は

幕
末
に
似
て
い
る
所
が
あ
り
、
参
考
に
し
て
い
く

所
が
あ
り
ま
す
。
ぼ
く
も
龍
馬
さ
ん
の
よ
う
に
足

を
つ
か
っ
て
、学
ぶ
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
今
日
来
ま

し
た
。
来
て
よ
か
っ
た
で
す
。
今
後
の
人
生
に
お
い

て
、と
て
も
き
ち
ょ
う
な
熊
本
訪
問
と
な
り
、佐
賀

で
も
自
分
と
し
て
も
〝
力
〞の
源
と
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
。
加
藤
さ
ん
も
大
好
き
で
す
！
土
木

の
神
様
。
薩
長
土
肥
１
５
０
年
！
熊
本
城
が
再
び

直
る
ま
で
佐
賀
よ
り
応
援
し
て
い
ま
す
。

（
5
月
14
日　

佐
賀
市　

Ｎ
・
Ｋ　

39
歳　

男
性
）

「
人
の
一
生
」

も
っ
と
長
く
生
き
ら
れ
た
ら
日
本
の
国

家
の
為
、
百
姓
町
人
の
為
、
生
き
て
ほ
し
か
っ
た

も
の
で
す
。
今
、
日
本
は
い
い
時
代
で
あ
る
が
人

間
性
は
下
落
の
時
代
。自
分
さ
え
良
け
れ
ば
そ
れ

で
い
い
。
中
に
は
立
派
な
人
も
い
ま
す
が
、
そ
れ

は
百
人
に
一
人
。楽
を
し
よ
う
と
い
う
人
も
あ
れ

ば
人
の
た
め
に
一
生
け
ん
め
い
が
ん
ば
る
人
も

い
ま
す
。
が
ん
ば
れ
ば
き
っ
と
よ
く
な
る
、
そ
れ

が
人
生
の
良
き
生
き
る
道
。人
の
一
生
は
重
き
荷

を
負
い
遠
き
道
を
行
が
如
し
。

（
熊
本
県
菊
池
市　

Ｈ
・
Ｆ　

68
歳　

男
性
）

「
7
歳
の
龍
馬
フ
ァ
ン
」

こ
ん
ど
、こ
う
ち
に
あ
そ
び
に
い
き
ま
す
。

日
本
の
た
め
に
は
た
ら
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

お
か
げ
で
日
本
が
あ
た
ら
し
く
な
り
ま
し
た
。り
ょ

う
た
も
が
ん
ば
り
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
熊
本
県
合
志
市　

Ｒ
・
Ｉ　

7
歳　

男
子
）

7・龍馬記念館だより

2017年県外巡回展 会場の声
熊本 （4/8〜5/14）　「負けんばい！」



飛　騰　№ 102・8

今年は坂本龍馬が暗殺されて150年になります。みなさ
んが、この「大事件」を新聞記事にするなら、どう紹介します
か？事前に集めた情報や学芸員に聞いたお話をもとに、み
んなと話し合ったことをまとめて、「新聞」を作り、発表して
いきます。　　　　　　（協力：高知新聞社NIE推進部）

★平成29年度高知県教職員互助会助成事業

日時	 平成29年８月15日（火）
	 10：00～15：00（予定）
会場	 国民宿舎「桂浜荘」
対象・定員
小学校４年生～中学３年生
20名（参加無料）

★詳細は記念館にお問合せください。

館だより「飛騰」は、郵送料のみのご負担でお届けいたします。購読希望の方は、120円切手をご希望回数（４回分まで）お送りください

来春、2018 年
グランドオープン！

〒781-0262�高知市浦戸城山830-25「桂浜荘」内
TEL（088）841-0001　FAX（088）841-0015
http://www.ryoma-kinenkan.jp
「飛騰」に対するご意見ご感想などお寄せください

館だより“飛　騰”第�102�号（年４回発行） 表紙題字：書家�沢田 明子氏
発行日　2017（平成29）年７月１日
発　行　公益財団法人高知県文化財団
　　　　高知県立坂本龍馬記念館

入　館　状　況
2017年３月31日まで（開館以来9,225日）

◆総入館者数� 3,936,760人
◆最多入館� （2010年5月2日）6,686人
◆最少入館� （2004年10月20日、台風のため）8人
◆2016年度最多入館（2016年５月４日）�2,098人
◆2016年度最少入館（2016年12月21日）� 36人

編 集 後 記
『飛騰』を校正している頃、桂浜荘周辺には色とりどりの紫陽花が梅雨空を映していました。しかし、梅雨の
合間のジリジリするような陽射しは、これからの暑い夏を予感させます。
県外巡回展、工事は順調に進んでいます。建設と並行して新館と既存館の展示図面もどんどん具体的に

なっており、来春のグランドオープンが現実味を帯びてきました。職員も桂浜荘にある事務所にすっかりな
じみ、休館とはいえ多忙な毎日です。
そんな中、記念館に期待する声が聞こえてきました。今号からご紹介するコーナーの１番バッターは、記念

館と最も近い「桂浜荘」・山下司理事長の声です。記念館への大きなエールだと感じています。
まもなく夏本番。記念館は動いています。ぜひ、『飛騰』へのご意見ご感想などお寄せください。� （ゆ）

■ 記念館・長寿番組「海の見える窓から」〜好評放送中です！
こんにちは。ＦＭ高知パーソナリティーの伊藤実沙子です。
FM高知朝のワイド番組「Hi-Six�Shake�Shake�Shake」（毎週月～金曜日8：20～10：55）月・火・水曜日のパーソナリティー

を担当しています。そのワイド番組内で坂本龍馬記念館のオリジナルコーナー「海の見える窓から」（毎週月曜日8：42～�
8：47）がスタートしたのは2010年4月。リスナーの皆様にも好評のコーナーとなっており、早いもので今年は8年目に
突入しました。毎週、学芸員はじめ職員の皆さんに龍馬や歴史に関する様々なお話を伺っています。歴史に疎い私に説
明するのは苦労なさっているのでは？と思います。
私は皆さんのお話を聞いていると、龍馬やその周辺の時代背景が頭の中に広が

り、歴史の面白さを実感するとともに�空想タイムトリップを楽しんでおります。
また、龍馬ゆかりの地である安田町取材にでかけたり、県外の歴史文化関

連施設の方々にもお話を伺ったりと、貴重な体験の数々を楽しんでいます。
これからも龍馬が残した功績を伝え、龍馬の残したものが現代を生きる人々の

ヒントになるような放送を続けていければと考えております。これからもリス
ナーの皆さんと坂本龍馬記念館をつなぐ番組をお送りしていきます。ぜひ聴
いてくださいね。	 FM高知　伊藤　実沙子

紙芝居を持って、「出前講座」始まる！
４月からの休館期間を活用して、紙芝居を中心にした「出前講座」を始めました。
その第１回目を、６月12日に高知市立一ツ橋小学校の４年生で行いました。今回の講

座は、龍馬の少年時代を描いた「紙芝居」と学芸員による龍馬のお話という内容です。
少年時代の龍馬が、自分をいじめる子にも優しく接し、また、“乙女姉やん”に剣術

を鍛えられるエピソードを紹介するストーリーの紙芝居に、子どもたちは聞き入っていました。
紙芝居の後は、学芸員が龍馬の業績などをわかりやすく説明。「龍馬が日本で初めての
新婚旅行に行ったというのは本当？」などの
質問が出たり、「大政奉還」について詳しく
説明してくれたり、龍馬や幕末に関心を持つ
子どもが多いことを改めて感じました。
この「出前講座」はこれからも、県内

各地の幼稚園や小学校で開催をしていき
ますので、ご希望の方は記念館までお問
合せください。� 河村	章代

職員紹介
「新しい記念館に向けて」

この４月より、坂本龍馬記念館
に配属されました河村です。６年
ぶりに、博物館の現場に舞い戻っ
てまいりました。当館は、来年春
に重要文化財などの貴重な資料
展示も可能な新館がオープン、そ
して、 既存館もリニューアルオー
プンいたします。約25年前の県立
美術館開館に次いで、再び「開館」
に関わる、という貴重な体験をさ
せていただけそうで、嬉しく思っ
ております。どうぞよろしくお願い
いたします。学芸専門員�河村	章代

第１回目の講座＝高知市一ツ橋小学校で

第５回 夏休み子ども・龍馬フォーラム「龍馬暗殺150年！ “歴史新聞”にチャレンジ！」



1・現代龍馬学会

高知県立坂本龍馬記念館・現代龍馬学会

い
ろ
は
丸
航
海
日
記

前
回
解
説
し
た
「
坂
本
龍
馬
關
係
文

書 

第
二
」
が
刊
行
さ
れ
て
か
ら
２
年

後
、
豊
川
渉
存
命
中
の
昭
和
３
年
６

月
「
い
ろ
は
丸
航
海
日
記
」
と
表
題
さ

れ
〝
伊
豫
史
談
會
〟
と
印
刷
さ
れ
た
原

稿
用
紙
に
毛
筆
書
き
さ
れ
た
資
料
が
伊

予
史
談
会
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
。
現
在

こ
の
資
料
は
伊
予
史
談
会
か
ら
愛
媛
県

立
図
書
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
（
左
写

真
）。
そ
の
電
子
複
写
物
が
伊
予
市
立

図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
ち

ら
に
は
加
筆
や
書
き
込
み
が
あ
り
、
複

製
資
料
と
は
呼
べ
な
い
も
の
で
あ
る
。

資
料
の
前
半
は
「
坂
本
龍
馬
關
係
文

書 

第
二
」
の
内
容
と
基
本
的
に
同
じ

で
あ
る
。
前
半
の
末
尾
に
「
右
坂
本
龍

馬
関
係
文
書
第
二
ヨ
リ
抜
抄
」
と
引
用

を
明
記
し
て
い
る
が
、
こ
の
資
料
が
も

と
も
と
伊
予
史
談
会
か
ら
提
供
さ
れ
た

資
料
だ
と
す
れ
ば
、
や
や
不
自
然
で
あ

る
。
あ
る
い
は
、
岩
崎
英
重
が
用
い
た

資
料
は
大
洲
史
談
会
か
ら
直
接
提
供
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、「
坂
本
龍
馬
關
係

文
書 

第
二
」
の
刊
行
後
、
伊
予
史
談

会
が
資
料
の
保
存
を
引
き
継
い
だ
と
い

う
推
測
も
可
能
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
記
録
に
続
い
て
「
慶
応

三
年
四
月
廿
三
日
ヨ
リ
（
備
後
鞆
津

ニ
於
テ
以
呂
波
丸
沈
没
ニ
関
シ
紀
藩

士
ト
応
接
筆
記
）」（
便
宜
上
こ
れ
を

「
記
録
Ⓐ
」
と
す
る
）
と
い
う
記
録
、

お
よ
び
事
件
関
係
書
状
等
が
収
載
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
「
坂
本
龍
馬

關
係
文
書 

第
二
」
に
収
録
さ
れ
な

か
っ
た
伊
予
史
談
会
所
蔵
資
料
と
思

わ
れ
る
。
記
録
の
最
後
に
「
右
坂
本

龍
馬
関
係
文
書
ヨ
リ
抜
抄
」
と
書
か

れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
坂
本
龍
馬
関

係
文
書
」
は
「
坂
本
龍
馬
關
係
文
書 

第
二
」
の
こ
と
で
は
な
く
、
伊
予
史

談
会
所
蔵
の
「
坂
本
龍
馬
関
係
文
書
」

を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
に
記
録
さ
れ
て
い
る
「
記
録

Ⓐ
」
は
「
坂
本
龍
馬
關
係
文
書 

第
二
」

（
お
よ
び
「
い
ろ
は
丸
航
海
日
記
」）

に
記
録
さ
れ
て
い
る
紀
州
・
土
佐
の

応
接
記
録
の
う
ち
、
長
崎
に
移
動
す

る
ま
で
鞆
の
浦
で
行
わ
れ
た
交
渉
の

経
過
を
ま
と
め
た
記
録
（「
記
録
Ⓑ
」

と
す
る
）
と
、
内
容
的
に
ほ
ぼ
同
じ

で
あ
る
。
た
だ
し
、「
記
録
Ⓐ
」
の

書
き
ぶ
り
は
「
記
録
Ⓑ
」
の
も
の
と

異
な
り
、
別
人
に
よ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
は
一
読
し
て
わ
か
る
。

こ
の
「
記
録
Ⓐ
」
と
ほ
ぼ
同
じ
記

録
（「
記
録
Ⓒ
」
と
す
る
）
が
山
内

家
史
料
（
幕
末
維
新
第
六
編 
第
十
六

代
豊
範
公
紀
）
に
「
備
後
鞆
津
ニ
於

テ
才
谷
梅
太
郎
紀
州
高
柳
楠
之
助
等

ト
應
接
筆
記
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で

収
載
さ
れ
「
良
子
所
蔵
文
書
」
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
資
料
の
所
在
や
素

性
に
関
す
る
解
説
は
、
例
に
よ
っ
て

ま
っ
た
く
な
い
が
、
土
佐
山
内
家
宝

物
資
料
館
（
現
・
高
知
県
立
高
知
城

歴
史
博
物
館
）
に
同
じ
タ
イ
ト
ル
の

資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
出
所
は

同
じ
と
思
わ
れ
る
。
記
録
Ⓐ
と
Ⓒ
は

新
旧
漢
字
の
違
い
や
誤
解
読
と
思
わ

れ
る
軽
微
な
違
い
の
他
は
同
一
と

言
っ
て
い
い
。
記
録
Ⓒ
に
は
「
筆
者

ハ
蓋
シ
長
岡
謙
吉
ナ
ル
ベ
シ
」
と
注

釈
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
注
釈
の
筆
記

責
任
も
不
明
だ
が
、
お
そ
ら
く
平
尾

道
雄
氏
に
よ
る
注
釈
で
は
な
か
ろ
う

か
。こ

れ
ら
の
記
録
を
読
み
比
べ
、
記

録
Ⓐ
と
Ⓒ
は
長
岡
謙
吉
が
筆
記
し
た

記
録
の
別
人
に
よ
る
写
し
で
あ
り
、

記
録
Ⓑ
は
、
こ
れ
が
わ
か
り
や
す
く

書
き
直
さ
れ
た
も
の
と
い
う
印
象
を

持
っ
た
。
記
録
Ⓐ
の
最
後
に
は
茂
田

一
次
郎
や
五
代
才
助
の
書
状
な
ど
も

収
録
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
「
坂

本
龍
馬
關
係
文
書 

第
二
」
に
引
用
さ

れ
な
か
っ
た
伊
予
史
談
会
の
補
助
資

料
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
筆
者
に
は

記
録
Ⓐ
（
Ⓒ
）
が
江
戸
期
の
筆
遣
い
、

記
録
Ⓑ
は
明
治
期
の
筆
遣
い
の
よ
う

に
感
ぜ
ら
れ
た
。

結
論
と
し
て
、
記
録
Ⓐ
（
Ⓒ
）
は

事
件
当
時
豊
川
渉
が
回
覧
記
録
を
謄

写
し
た
も
の
で
あ
り
、
記
録
Ⓑ
は
豊

川
渉
が
明
治
期
に
わ
か
り
や
す
く
書

き
直
し
た
も
の
の
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ

る
。
総
じ
て
前
述
の
〝
別
人
〟
は
豊

川
渉
自
身
を
意
味
す
る
。

な
お
、「
坂
本
龍
馬
手
記 

イ
ロ
ハ

丸
航
海
日
誌
」
と
表
題
さ
れ
た
毛
筆

書
き
資
料
の
複
写
物
が
現
存
し
、
そ

の
内
容
が
「
坂
本
龍
馬
全
集
（
宮
地

佐
一
郎
編
）」
に
活
字
化
さ
れ
て
い

る
他
、
写
真
記
録
も
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
資
料
は
新
潟
県
の
遠
藤
家
が
所

蔵
す
る
も
の
だ
が
、
内
容
は
細
部
を

除
き
基
本
的
に
記
録
Ⓑ
と
同
じ
で
あ

り
、
豊
川
渉
に
よ
る
書
き
直
し
資
料

の
写
し
と
思
わ
れ
る
。

年
を
経
て
、
い
ろ
は
丸
に
関
連
し

た
資
料
は
昭
和
55
年
、
伊
予
市
教
育

委
員
会
（
堀
井
恭
弌
編
）
に
よ
り
「
い

ろ
は
丸
航
海
日
記
」
と
し
て
刊
行
さ

れ
た
。
こ
の
書
物
を
ま
と
め
た
堀
井

恭
弌
は
、
冒
頭
に
「
幸
い
私
の
ノ
ー

ト
の
中
に
『
豊
川
渉
日
記
』
の
抜
抄

が
あ
り
云
々
」
と
記
述
し
、
そ
の
資

料
（
④
い
ろ
は
丸
終
始
顛
末
）
を
冒

頭
に
配
置
し
て
い
る
が
、
こ
れ
以
下

は
「
坂
本
龍
馬
關
係
文
書 

第
二
」
の

②
③
（
前
回
記
事
参
照
）
の
順
に
編

集
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
三
年
の
伊
予

史
談
会
に
よ
る
「
い
ろ
は
丸
航
海
日

記
」
と
同
様
に
〝
右
坂
本
龍
馬
関
係

文
書
第
二
ヨ
リ
抜
抄
〟
と
書
か
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
坂
本
龍
馬

關
係
文
書 

第
二
」
冒
頭
の
「
①
明

光
艦
海
路
線
図
」
は
引
用
さ
れ
て
い

な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
海
路
線

図
が
伊
予
史
談
会
所
蔵
資
料
で
は
な

か
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

そ
の
後
昭
和
５
年
に
逝
去
す
る
ま

で
10
年
あ
ま
り
の
期
間
に
、
豊
川

渉
は
日
記
を
元
に
し
て
生
涯
の
記
録

「
思
出
之
記
」
を
書
き
綴
っ
た
。
次

回
は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
る
。

私のテーマ

いろは丸事件の記録（２）
渋谷　雅之
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教
員
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
私
は
、
現
代
龍
馬
学

会
と
し
て
、
高
知
の
子
ど
も
た
ち
が
お
と

な
に
な
って
県
外
に
出
た
と
き
に
「
さ
す
が

は
高
知
の
人
だ
ね
」
と
言
わ
れ
る
く
ら
い
の

〝
龍
馬
知
識
〟
を
持
た
せ
ら
れ
る
よ
う
な

活
動
も
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
会
長
と
し
て

宮 英司 会長

第
９
回
龍
馬
学
会
総
会
・
研
究
発
表
会

「
大
政
奉
還
１
５
０
年・龍
馬
没
後
１
５
０
年
」

テーマ

「
私
が
勤
め
て
い
る
高
知
城
歴
史

博
物
館
は
３
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
私
は

土
佐
藩
の
歴
史
、
大
名
、
藩
正
史
を

担
当
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
自
己
紹
介

か
ら
始
ま
り
、
大
政
奉
還
に
つ
い
て
の

説
明
、『
大
政
奉
還
建
白
書
』
の
読
み

解
き
な
ど
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
意
義
深

い
内
容
で
し
た
。

藤
田
さ
ん
に
よ
る
建
白
書
の
現
代
語

訳
は
、「
お
そ
れ
な
が
ら
（
将
軍
徳
川

慶
喜
へ
）
建
言
申
し
上
げ
ま
す
。
憂

国
の
士
は
皆
口
を
と
ざ
し
、
あ
え
て
幕

府
へ
意
見
す
る
者
が
い
な
い
昨
今
の
状

況
は
誠
に
憂
慮
す
べ
き
で
す
。
朝
廷
・

幕
府
、
公
家
・
大
名
の
考
え
は一
致
し

て
お
ら
ず
、国
内
は
分
裂
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
誠
に
恐
る
べ
き
事
態
で
す
」
と

始
ま
り
、「（
私
が
恐
れ
る
の
は
）
こ
の

状
況
は
我
が
国
に
と
っ
て
憂
慮
す
べ
き

事
態
で
あ
る
ば
か
り
か
、
彼
ら
（
諸

外
国
）
に
と
って
は
大
変
好
都
合
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
国
内
分
裂
か
ら

の
内
戦
、
こ
れ
こ
そ
が
彼
ら
の
術
中
と

い
え
ま
し
ょ
う
」
と
続
き
ま
す
。建
白

書
は
将
軍
に
大
英
断
を
も
って
王
政
復

古
を
促
す
名
文
で
、襟
を
正
し
な
が
ら

訳
し
た
様
子
な
ど
も
語
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
大
政
奉
還
の
意
義
と
し
て

「
提
案
の
中
の
文
面
で
は
王
政
復
古

と
い
う
言
葉
で
精
一杯
だ
っ
た
よ
う
で
す

が
、
文
章
を
丹
念
に
読
め
ば
読
む
ほ

ど
、
戻
る
と
こ
ろ
を
目
指
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
先
に
進
む
、
生
ま
れ
変

わ
る
、
自
分
た
ち
が
次
の
新
し
い
世
界

に
進
む
ん
だ
、
そ
う
いっ
た
理
念
を
提

案
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
た
と
思

い
ま
す
。
大
政
奉
還
は
『
戻
す
』
と

言
い
な
が
ら
実
は
戻
って
い
な
い
、
前
に

進
む
た
め
の
提
案
だ
っ
た
」
と
い
う
こ

と
で
ま
と
め
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍

手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

詳
し
い
内
容
は
、
本
年
度
「
紀
要
」

で
改
め
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

特別講演

第
9
回
「
高
知
県
立
坂
本
龍
馬
記
念
館
・
現
代
龍
馬
学
会
」は
5
月
27

日
に
高
知
市
文
化
プ
ラ
ザ
「
か
る
ぽ
ー
と
」を
会
場
に
し
て
開
催
し
た
。来

賓
の
高
知
県
副
知
事
・
岩
城
孝
章
氏
、高
知
市
教
育
委
員
会
教
育
次
長
の

高
岡
幸
史
氏
が
開
催
中
の
「
志
国
高
知
幕
末
維
新
博
」等
に
触
れ
な
が
ら

祝
辞
を
寄
せ
た
。

研
究
発
表
で
は
、土
佐
史
談
会
前
副
会
長
の
谷
是
氏
に
よ
る
「
龍
馬
と

越
前
藩
」、高
知
龍
馬
の
会
理
事
の
井
倉
俊
一
郎
氏
に
よ
る
「
開
成
館
か
ら

大
政
奉
還
へ
」、徳
島
大
学
名
誉
教
授
の
渋
谷
雅
之
氏
に
よ
る
「
い
ろ
は
丸

航
海
日
記
」、坂
本
龍
馬
記
念
館
主
任
学
芸
員
の
三
浦
夏
樹
氏
に
よ
る
「
坂

本
龍
馬
の
新
国
家
構
想
に
つ
い
て
」と
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
テ
ー
マ
に
基
づ
く

興
味
あ
る
報
告
が
な
さ
れ
た
。ま
た
、特
別
講
演
は
高
知
県
立
高
知
城
歴

史
博
物
館
学
芸
課
長
の
藤
田
雅
子
氏
に
よ
る
「
大
政
奉
還
１
５
０
年
」。

本
大
会
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
あ
る
「
大
政
奉
還
１
５
０
年
・
龍
馬
没
後

１
５
０
年
」に
迫
る
歴
史
の
転
換
点
に
関
す
る
講
演
で
あ
っ
た
。

発
表
会
に
先
立
ち
、現
代
龍
馬
学
会
の
総
会
が
開
か
れ
、事
業
計
画
や

予
算
を
承
認
の
後
、新
会
長
に
高
知
大
学
非
常
勤
講
師
の
宮
英
司
氏
、宮

氏
後
任
の
副
会
長
に
竹
内
土
佐
郎
氏
、事
務
局
長
に
坂
本
龍
馬
記
念
館
館

長
の
髙
松
清
之
氏
ら
を
選
出
し
、片
岡
雅
文
会
長
は
顧
問
と
な
ら
れ
た
。

本
会
設
立
の
趣
旨
等
を
確
認
し
て
閉
会
し
た
。

来 賓
高
知
県
副
知
事

岩
城 

孝
章 

氏

高
知
市
教
育
委
員
会

教
育
次
長

高
岡 

幸
史 

氏

「大政奉還１５０年」
土佐藩建白書は将軍に大英断をもって
王政復古を促す名文

高知県立高知城歴史博物館 学芸課長　藤田 雅子 氏
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貸
し
与
え
、
成
果
物
を
海
外
に

売
り
、
利
益
を
庶
民
に
還
元
す

る
富
国
策
に
取
り
か
か
っ
て
い

た
。
龍
馬
は
越
前
の
成
功
例
を

目
の
当
た
り
に
し
、
こ
れ
を
日

本
全
体
で
実
現
さ
せ
よ
う
と
し

た
。

開
成
館
か
ら
大
政
奉
還
へ

～
土
佐
が
日
本
国
で
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
だ
っ
た
こ
ろ 

九
反
田
開
成
館
時
代
～

ジ
ョ
ン
万
次
郎
は
海
外
の
進

ん
だ
知
識
を
日
本
に
も
た
ら

し
、
後
藤
象
二
郎
は
海
外
か
ら

も
た
ら
さ
れ
た
世
界
地
図
を
見

て
、
日
本
と
土
佐
の
小
さ
さ
を

実
感
し
た
。
龍
馬
は
脱
藩
し
て

勝
と
出
会
い
、
一
方
で
岩
崎
弥

太
郎
は
江
戸
へ
留
学
し
て
い

る
。
の
ち
に
開
成
館
に
か
か
わ

る
彼
ら
四
人
は
「
い
ち
が
い
な

土
佐
人
」
と
は
違
う
、
柔
軟
な

思
考
と
進
取
の
気
性
を
持
っ
た

人
物
で
あ
っ
た
。

慶
応
二
年
二
月
、
九
反
田
に

開
成
館
が
完
成
す
る
。
土
佐
が

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
っ
た
時

代
の
象
徴
と
い
え
る
開
成
館
を

背
景
に
、
四
人
の
働
き
が
加
わ

り
、
大
政
奉
還
へ
の
流
れ
が
か

た
ち
づ
く
ら
れ
た
。

い
ろ
は
丸
航
海
日
記

　
　
　
　
　

い
ろ
は
丸
事
件
に
関
す
る
資

料
は
、
大
洲
藩
士
・
豊
川
渉

が
残
し
た
も
の
が
数
種
存
在

し
、
一
部
は
岩
崎
鏡
川
編
『
坂

本
龍
馬
関
係
文
書
』
に
収
録
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
内
容
を
検

証
す
る
と
岩
崎
の
作
話
と
思
わ

れ
る
部
分
も
存
在
す
る
。
い
ろ

は
丸
事
件
の
賠
償
交
渉
記
録
に

は
「
世
界
ノ
公
論
」
と
い
う
言

葉
が
多
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
に
は
大
政
奉
還
建
白
が
関
係

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
土
佐

藩
の
藩
論
で
あ
っ
た
大
政
奉
還

建
白
書
は
、
慶
応
三
年
当
時
に

は
民
主
的
な
色
が
濃
く
、
後
に

民
権
運
動
に
引
き
継
が
れ
て
ゆ

く
。
起
草
は
寺
村
左
膳
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

坂
本
龍
馬
の

新
国
家
構
想
に
つ
い
て

今
年
１
月
、「
新
国
家
」
と

い
う
言
葉
の
書
か
れ
た
龍
馬
の

手
紙
が
新
た
に
発
見
さ
れ
、
話

題
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
龍
馬

が
描
い
て
い
た
新
国
家
像
を
具

体
的
に
知
る
こ
と
は
、
資
料
が

少
な
い
た
め
、
か
な
り
難
し
い
。

新
国
家
を
創
設
す
る
に
は
、
政

治
体
制
は
勿
論
、
財
政
問
題
や

国
境
問
題
、
法
律
の
整
備
、
主

権
な
ど
様
々
な
課
題
が
あ
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
龍
馬
が
ど

う
認
識
を
し
て
、
ど
う
変
え
よ

う
と
し
て
い
た
の
か
、
新
政
府

綱
領
八
策
や
新
官
制
議
定
書
、

薩
土
盟
約
文
、
一
部
の
手
紙
な

ど
を
使
い
、
日
本
の
置
か
れ
た

状
況
と
も
合
わ
せ
て
龍
馬
の
新

国
家
像
を
探
っ
て
み
た
。

熱心に聴き入る参加者たち＝かるぽーと

龍
馬
と
越
前
藩

　
　
　
　
　

龍
馬
は
脱
藩
後
、
越
前
の
紹

介
を
経
て
勝
海
舟
に
出
会
っ

た
。
ま
た
、
神
戸
の
海
軍
操
練

所
と
と
も
に
勝
塾
を
開
く
に
あ

た
っ
て
も
、
勝
は
龍
馬
を
派
遣

し
越
前
か
ら
五
千
両
を
借
用
し

て
い
る
。
龍
馬
は
越
前
で
村
田

巳
三
郎
、
三
岡
八
郎
（
由
利
公

正
）、
横
井
小
楠
に
も
出
会
い
、

小
楠
か
ら
は
思
想
面
で
大
き
な

影
響
を
受
け
た
。
小
楠
の
唱
え

る
「
経
世
済
民
」
の
主
張
の
も

と
、
越
前
藩
は
藩
札
を
庶
民
に

土佐史談会 前副会長

谷 是 氏

徳島大学 名誉教授

渋谷 雅之 氏

高知龍馬の会 理事

井倉 俊一郎 氏

坂本龍馬記念館 主任学芸員

三浦 夏樹 氏
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コラム・龍馬のこと

こ
ぼ
れ
話
ー
　
犬
歩
棒
当
記
（
三
十
）
ー

「
田
中
伯
爵
邸
の
白
い
花
」

宮 

川
　
禎 

一

京
都
国
立
博
物
館
の
西
隣
に
広
瀬

さ
ん
と
い
う
方
が
お
住
ま
い
で
あ
る
。

大
変
お
元
気
な
87
歳
だ
。
博
物
館
に

縁
が
あ
っ
て
し
ば
し
ば
訪
ね
て
来
ら

れ
る
。
今
年
の
３
月
の
あ
る
日
、
小

さ
な
六
花
弁
の
白
い
花
を
摘
ん
で
筆

者
の
と
こ
ろ
へ
持
っ
て
来
ら
れ
た
。

聞
け
ば
田
中
光
顕
伯
爵
の
家
か
ら
も

た
ら
さ
れ
た
花
な
の
だ
と
い
う
。「
子

供
の
頃
、
蒲
原
の
田
中
を
名
乗
る
女

中
さ
ん
か
ら
私
の
家
に
電
話
が
か

か
っ
て
き
て
私
が
父
親
に
取
り
次
い

だ
の
だ
」「
そ
れ
が
土
佐
出
身
で
宮
内

大
臣
を
務
め
た
こ
と
が
あ
る
田
中
光

顕
伯
爵
の
こ
と
だ
。
時
々
蜜
柑
も
家

に
送
ら
れ
て
来
た
」
と
の
お
話
で
あ
っ

た
。
筆
者
の
目
の
前
の
人
が
あ
の
田

中
光
顕
と
関
係
が
あ
っ
た
の
か
と
感

慨
深
か
っ
た
。

広
瀬
さ
ん
の
尊
父
は
高
名
な
銅
鏡

研
究
者
の
広
瀬
都
巽
氏
で
あ
る
。
こ

の
都
巽
氏
と
田
中
伯
爵
は
古
美
術
品

の
こ
と
で
交
流
が
あ
り
、
蒲
原
（
現

静
岡
市
清
水
区
）
に
あ
っ
た
田
中
伯

の
邸
宅
青
山
荘
を
昭
和
十
年
頃
に
都

巽
氏
が
訪
ね
た
際
、
そ
の
庭
に
咲
い

て
い
た
珍
し
い
白
い
花
を
京
都
へ
土

産
に
持
ち
帰
り
家
の
前
の
道
路
と
の

境
目
の
植
え
込
み
に
移
植
し
た
の
だ

と
い
う
。
数
日
後
に
そ
こ
を
訪
ね
て

み
る
と
確
か
に
背
の
低
い
細
い
葉
の

中
か
ら
写
真
の
よ
う
な
六
花
弁
の
白

い
可
憐
な
花
が
群
れ
咲
い
て
い
た
。

明
ら
か
に
人
為
的
な
移
植
の
結
果
で

あ
る
。
花
の
名
前
に
つ
い
て
広
瀬
さ

ん
は
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た

が
、
ネ
ッ
ト
で
調
べ
れ
ば
「
ハ
ナ
ニ

ラ
」
と
い
う
早
春
に
咲
く
南
米
原
産

の
帰
化
植
物
で
あ
っ
た
。
明
治
に
な
っ

て
輸
入
さ
れ
、
現
在
で
は
各
地
に
伝

播
し
、
特
に
珍
し
く
は
な
い
と
い
う
。

田
中
光
顕
は
天
保
14
年
、
土
佐
の

佐
川
に
生
ま
れ
、
幕
末
に
は
田
中
顕

助
の
名
で
中
岡
慎
太
郎
や
坂
本
龍
馬

の
元
で
志
士
活
動
を
行
っ
た
。
昭
和

14
年
ま
で
生
き
て
土
佐
出
身
の
志
士
ら

の
顕
彰
活
動
を
お
こ
な
っ
た
。
龍
馬
の

手
紙
の
調
査
に
行
け
ば
田
中
光
顕
の
跋

文
を
み
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
る
。

４
月
に
な
っ
て
静
岡
市
蒲
原
で
現

在
青
山
荘
を
管
理
さ
れ
て
い
る
会
社

の
方
に
電
話
で
お
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“ 話してみるかよ ”
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ハナニラの花

岡田以蔵（1838 ～ 1865）。土佐勤王党員。名は宜振。変名、土
井鉄三。天保九年生まれ。父は香美郡神通寺村（現香美市）の郷
士岡田義平で、弟・啓吉宜稔も勤王党員。剣を武市瑞山に学び、
安政3（1856）年9月江戸に出て、桃井春蔵に入門し、4年9月帰国。
その後、中国地方、九州地方を武術歴遊。文久元（1861）年 4月
に武市瑞山との約束に従って江戸に出、8月の勤王党結成時には
加盟していたと伝えられているが、のちに名簿から削られている。
「人斬り以蔵」として名を挙げたのは土佐の井上佐市郞や越後
の本間精一郎らを次々と暗殺したことによる。しかし、一方では
勝海舟の護衛を務め、伏見において勝の危機を救ったりもしてい
る。最後は勤王党への弾圧の下、土佐藩に捉えられ、仲間ととも
に拷問ののち慶応元年閏 5月 11 日、打ち首となり、以蔵だけが
梟首とされた。
幕末の志士の多くが写真を残しているが、以蔵と断定できる写真
はない。また、墓は高知市薊野北町 1丁目の東真宗寺山。高知市
の北部環状線沿い。有名な沢田マンションの北側にある。孟宗竹の
林の中に父や弟らとともに眠っている。「岡田宜振」と刻まれた墓碑
があり、ファンの手によって驚くほど美しく保たれている。
脱線が過ぎるかも知れないが、ドラマ史上のベスト 1の以蔵役
は萩原健一（大河ドラマ「勝海舟」1974 年）だったと思う。佐
藤健の以蔵（大河ドラマ「龍馬伝」2010 年）も良かったが、も
う少し年齢がほしかった ･･･ と思う。
龍馬と以蔵。両者はどんな人間関係を編んでいたのだろうか。以
蔵が半平太に従わず、龍馬と行動をともにしていたら全く違う人生
だったかも知れない。また、近江屋に以蔵が同席していたら、歴史
が変わっていたかも知れない･･･などと考えたりもする。どことなく
暗いイメージで描かれる以蔵だが、墓地を訪ねるファンは今も多い。

「以蔵と龍馬」
宮　英司

「四半世紀」
江上　英治

龍馬記念館がオ－プンして早 25 年になる。記念館創設に
あたっては龍馬像同様に青年会議所のメンバ－を中心とした
当時の龍馬を慕う若いエネルギ－があった。
30 年位前の柳町通り、夜な夜なメンバ－が集まるバ－があっ
た。『もっと募金が集まるいい知恵はないもんかの～！』そこで
は、そんな話題に終始していた。当時、テレホンカードに始まり、
Tシャツや没になったトレーナーまで幅広く収益事業を行ったも
のだった。携帯電話の無い時代！連絡手段は主にポケベルだっ
たのでテレホンカードはよく売れた。Tシャツに至っては県内で
苦戦するものの、県外から来る営業社員が私の着ている龍馬T
シャツを見て、『どこで売っているんですか！』『私が売っている
んだよ』こんな調子で 1週間後には 10 着位の注文がまとまり、
ト－タルで 60 着位はさばいたかと思う。「竜馬がゆく」に強く
影響を受けた司馬遼太郎世代も、はや還暦を過ぎてしまった。
アナログ世代と言われる人たちは、今自分のやりたかった事に
没頭している方々が多い。ようやく好きな歴史研究の時間が取
れるようになったものの『やればやるほど
時間が無い』と嘆く先生方もおいでにな
る。便利なパソコンを使えば知りたいこ
とが即座に検索できる時代ではあるが、
足で稼いだ情報に勝るものはない。時代
の変化と共に失われていくもの、壊され
ていくもの、いろいろあるが、博物館と
して格上げされる新しい記念館には、次
世代を見据えた運営戦略が必要である
し、龍馬らしさ！を生かす、民意同調
の施策が望まれる。

龍馬生誕150年記念
テレホンカード
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